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For Prec ious Life

 INAXは、お客さまの「大切な暮らし」を一緒に考え、
新しい住まいづくりを提案するパートナーを目指します。

たとえば、家をリフォームすることを想像してみましょう。

それは、今のあなた自身や、あなたのご家族が、どんな暮らしを望んでいるかを考えること。

そして、10年先のあなたや、あなたのご家族が

どんな暮らしを大切にしているだろうか、をイメージすることでもあります。

今日という人生の一日がある、そこを足がかりに未来を考える。

きっと明日は、そして10年後は、今日と同じくらい、そして今日よりも大切な毎日を生きているはず。

私たちINAXは、一人ひとりの、そして、それぞれのご家族の大切な暮らしを一緒に考え、

新しい住まいづくりを提案できるパートナーを目指します。

企業理念 INAX5

「I NAX 5」は、I NAXがどんな企業で
ありたいかを明らかにしたものであり、
 I NAXの企業活動の目指す方向を指し示したものです。
 I NAXの社員が「I NAX 5」を仕事に生かしていくことによって
企業の実態もまたありたい姿に近づいていきます。
「I NAX 5」はI NAXが「サステナブルな企業」を
目指す上で、企業行動の基礎となる理念です。

INAXは
環境美を創造し
提供します

INAXは
変化し

挑戦します

INAXは
お客さまの真の満足を
考え行動します

INAXは
世界に求められる
存在になります

INAXは
私たちが仕事を通して
社会に貢献し、

生きがいを見い出す
生活舞台です

事業領域 経営姿勢

存在意義

経営姿勢 企業目標



　企業は、お客さまなくしては存在できません。そし

て社会からその存在意義を認められなければ存続

できません。私たちINAXは、事業を通じてお客さま

に満足をお届けし、社会に豊かさを提供すると同時

に、事業の環境負荷を低減することによって、真の企

業市民として社会に認められ、持続可能な社会の構

築に貢献していくことが重要だと考えます。

　やきものの里である愛知県常滑市に生まれた伊

奈製陶は、創業60年を機に社名をINAXに変えま

した。その後、新生 INAXとして20年、それまで培っ

てきた「火と土と水」の技術をさらに深め、新しい研究

を積み重ねながら、住宅のインテリア空間、トイレ、バ

スルーム、キッチンなどの水まわり空間を美しく快適

にする商品、サービスを提供し続けてきました。ます

ます高度化するお客さまのニーズや高齢社会の進

展の中で、これからの住まいに求められるものは何か、

お客さまの真の満足とは何かを考え、「モノ」から「心」

の充足を目指して努力しています。そしてこの2年、

快適で自分らしい住まいづくりの実現をお手伝いす

る「リフォーム企業」としての研究開発、マーケティン

グ改革に注力してきました。今、ショールームにおけ

るダイレクト提案体制など、その成果が少しずつ本

物になりつつあります。

　2004年6月、INAXはブランドステートメントとして

「For Precious Life」を掲げました。INAXが実際に

提供しているのは、モノや機能、サービスですが、その

バックグラウンドには、暮らしや住まいに対する思想が

あります。その思想が商品やサービスを通じてお客さ

まに伝わり、共感を得、満足していただけることが大

切です。これが INAXブランドのあるべき姿です。

　私たちは、これからもお客さまの豊かな暮らしに貢

献するために、お客さまの視点に立ったものづくりを

推進し、INAXのブランド価値を共に育てていただ

ける方 を々増やしていきます。

 INAXブランドの
あるべき姿を目指します。

For Prec ious Life
代表取締役
社長執行役員
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20
年前に伊奈製陶から社名を変更したと

 き、 INAXは「文化度の高いデザインオリ

 エンテッドカンパニーを目指す」ことを企

業目標のひとつに掲げました。また、「企業は経済機関で

あるとともに文化機関である」ということを社内に向けて強

く打ち出し、現在、それが少しずつ社員一人ひとりのもの

になってきたと思います。

　INAXの基本には、「どんな機能を提供するか」ではなく、

「どう暮らすか」という発想があります。お客さまに「生活ス

タイル」を提案するには、経済性や使いやすさ、デザインと

いった面だけでなく、文化性を同時に考えることが必要に

なります。では、文化性とは何でしょうか。たとえばタイルは、

内外装材として優れた機能を持ってはいますが、トイレのよ

うな必需品とはいえません。しかし、タイルには美しい意匠

や風合いをつくり出すための知恵や技術が蓄積されており、

その背景にはそのときどきの建築デザインや生活文化・歴

史があります。それは心に訴える力を持ち、こういった心に

響く部分をきちんと理解し、大切にするものづくり・生活提

案が重要であると考えます。

　今やお客さま満足を考えない企業はありません。大切な

のは、どういう筋道でご満足いただくかです。商品を買って

いただくには、「今はこの機能が人気です」と機能やハード

を前面に押し出せば、確かに理解されやすいでしょう。でも、

INAXはちょっと違うのです。私たちは、INAXらしい発想

でモノをつくり、INAXらしいスタイルでお客さまにお知らせ

し、お客さまと一緒になって生活スタイルを考えるパート

ナーとなることで、お客さまに愛されるブランドを目指します。

取締役
専務執行役員　
営業本部長

浅井克彦
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お客さまの素敵な暮らしづくりのために
ものづくり、ショールーム、
設計・施工店支援に取り組んでいます。
　お客さまの大切な暮らしに貢献するには、より良いものづくりはもちろん、お客さまへ

の提案の仕方や、販売から施工までの流れの改善、お客さまの声をものづくりに反映

させる仕組みづくりが重要です。

　INAXでは、誰もが使いやすい「ユニバーサルデザイン」の研究をはじめ、お客さまへ

の提案の場である「ショールーム」の拡充、またお客さまが安心してリフォームや快適

な住まいづくりを任せることのできる、信頼できる設計・施工店づくりを支援しています。

　お客さまや社会の声に耳を傾け、潜在的なニーズに柔軟に対応したものづくりを進

めることで、よりお客さまに満足いただけるリフォーム事業を推進しています。

INAXのリフォーム事業
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　リビングダイニングキッチンをリフォームし

たのですが、一番感動したのは、最初は反

対していた主人でした。「明るくなったなぁ！」

って。対面式のオープンキッチンなので、家

族や友だちと話しながら料理できるのが楽し

いですし、使いやすく、動きやすい空間が気

に入っています。

　キッチンと壁、床、出窓のリフォームに20

日間かかりましたが、工事前に顔合わせした

「ライファ」の大工さんたちが、みんなとても

良さそうな人たちだったので、鍵を預けて、私

たちは姉の家にお世話になりました。近所の

方には「何かあったら電話をください」と言っ

 INAXはお手伝いしています、
お客さまの素敵な暮らしづくり。

ておいたのですが、騒音などについての苦情

もありませんでした。

　よく友だちから「いいわね」と言われるのが

壁です。「エコカラット（※）」にしたら、空気が

きれいになった気がして気持ち良いですし、

湿度もちょうど良く、快適です。家には老犬も

いるので、エアコンを使うことが多いのですが、

エアコンの電気代やストーブの灯油の使用

量も少なくなりました。
※エコカラットの詳細につい
　てはP.21を参照

お客さまに聞いてみました（リビングキッチンリフォーム）

東京都多摩市　
山口さん
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　お客さまのご希望をお聞きして、それを実

現するための生活提案を行うことが、アドバイ

ザーの仕事です。「いらっしゃいませ」から「あ

りがとうございました」の間に、お客さまのニー

ズに合ったものを、的確にご用意したいと思っ

ています。お客さまのお話を伺い、商品説明

や提案を行い、見積り書をお渡しするまでに、

2～ 3時間かかることも多いです。

　提案内容にご満足いただければベストです

が、もしお客さまのご希望に沿う商品がなかっ

たとしても、誠実に対応し、気持ち良くショー

ルームで過ごしていただけるよう心がけています。

ショールームアドバイザーの仕事は？

横浜ショールーム　
アドバイザー　
渡邊香吏

　ショールームにいらっしゃるお客さまの「施

工」に関するご相談にのらせていただくのが、リ

フォームコンサルタントの仕事です。お客さま

と施工店をつなぐパイプ役として、設計事務

所のような役割を担っています。実際にお客さ

まの家に伺い、商品の施工方法のアレンジを

はじめ、手すりの設置、段差の解消など、どう

すればお客さまのイメージに近づけられるかを、

施工店と一緒に工夫します。

新宿ショールームL21　
リフォームコンサルタント　
新井武

リフォームコンサルタントの仕事は？

　INAXはお客さまに安心して増改築をお任

せいただけるよう、リフォーム専門店「LIFA（ライ

ファ）」を応援しています。ライファは、水まわりや

タイルなどの設計施工店、工務店を母体とする

フランチャイズ店で、全国に約240店あります。

　またINAXは、各種スキルアップ研修や営業

的なサポートも実施し、店舗運営を支援してい

ます。施工後はお客さまにアンケートを行い、よ

り高品質なリフォームにつなげています。

詳しい情報はこちら　

▲

http://lifa.inax.co.jp/

首都圏統括支社 
ストック推進部 
LIFA開発課
佐々木啓

LIFA（ライファ）とは、どういうお店？

　リフォームは、新築よりも、より現場で
の応用が求められます。ユニットバスの
窓開口など、現場の状況によってマニュ
アル通りには施工できない場合もありま
す。その点、INAXは施工方法を一緒
に考えてくれる柔軟性があるので、お客
さまに満足いただけるリフォームが可能
になります。一方、INAXに求めるのは、
お客さまや現場の声を、もっとよく聞いて

ライファ店の声を聞いてみました

ライファ飯田橋　
ショップマネージャー　
太原隆

横浜ショールーム　
リフォームコンサルタント　
林正子

ほしいということです。そうすれば、より市
場に求められる商品の開発に拍車がか
かると思います。

　お客さまの大切な暮らしづくりに貢献するに

は、お客さまのニーズを伺い、商品をご覧いた

だき、最適な商品の組み合わせを提案すること

が大切です。

　そのために現在、INAXではショールー

ムの拡充とともに、トータルな商品知識やユ

ニバーサルデザインのノウハウを持った「アド

バイザー」の育成を推進しています。さらに、

ショールームでのご提案から施工までの流れを

スムーズにするために、2003年10月から、新

宿および横浜ショールームには、施工関係の知

識を持った「リフォームコンサルタント」が常駐し

ています。またショールームで伺ったお客さまの

声は、商品開発部門にフィードバックしています。

新宿ショールームL21　
館長
辻登美雄

ショールームの役割は？



　障害者や高齢者が使いやすいものは、健常

者にも使いやすいはずです。また、誰でも風邪を

ひいたり、腰痛になったり、妊娠中など、一時的

にハンディキャップのある状態になることがあり

ます。これからの商品は、誰もが使いやすいユニ

バーサルデザインから、さらにはハンディキャッ

プのある人の自立を補助できるものへと進化し

ていく必要があると考えます。

　また、商品提案だけでなく、商品の使い方や

施工方法に関する提案力も重要になってくると

思います。

事業本部　
商品教育センター長　
倉田一郎
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ハンディキャップのある人に
やさしいものづくりとは？

　お客さまにユニバーサルデザインの提案を行

うには、高齢化とは何かを知ることや、介護のノ

ウハウを身に付けたスタッフを育成することも重

要です。INAXでは、ショールームのアドバイ

ザーや営業マン、さらには工務店従業員を対象

にした「福祉住環境コーディネーター」資格取

得支援セミナーなどを開催しています。

技術研究所 
ユニバーサルデザイン推進室　
担当課長　
里村悟

滑りにくい床で、安全・安心。
乾きやすく、ヒヤっとしない床で
いつも快適バスルーム。

座って作業できるカウンターや
出し入れしやすい収納で
誰にでも使いやすいキッチン。

 INAXは取り組んでいます、
誰もが暮らしやすい住まいづくり。

　INAXは1995年に「やさしい暮らし推進委員

会」を設置し、誰もが使いやすい「共用品」とい

う考えに基づいた商品づくりをスタートさせまし

た。介護保険の導入を機に、2000年「高齢化

対応プロジェクト」を立ち上げ、2004年に「ユ

ニバーサルデザイン推進室」を設置しました。

　ユニバーサルデザインの実現には、基礎研究

の積み重ねが重要です。たとえば、バスルーム

の冷えた床が高齢者の事故原因につながると

いう現象があります。INAXは「水に関する研究」

「皮膚温度の研究」などで蓄積したデータに基

INAXのユニバーサルデザインへの取り組みは？

づき、ひんやり感を低減する浴室床材「サーモ

フロア」を開発しました。

　今後はINAXとしてのユニバーサルデザイン

基準の深耕を図るとともに、その商品の企画・

開発、さらに、お客さまにユニバーサルデザイン

商品を提案できる人づくりを推進していきます。

技術研究所 
ユニバーサルデザイン推進室　
室長　
柴田正美

　高齢者の方 は々、手先の器用さや足腰、視力

が衰えるなど共通の問題がある一方、人によって

その程度は異なり、ご家族のことも考慮するとそ

のニーズは千差万別です。INAXの専用カタロ

グは、「家族みんなが安全で使いやすく、快適」

という視点で編集しています。たとえば、浴槽の

中に沈めて使う椅子を選ぶ場合に必要な「浴槽

内底部の寸法」を掲載するなどです。

　将来の介護も視野に入れてご提案し、一人ひ

とりのお客さまの立場に立った情報発信のユニ

バーサルデザイン化を進めています。

ユニバーサルデザイン商品の
企画・開発をどう進めている？

技術研究所 
ユニバーサルデザイン推進室
木原由起子

ユニバーサルデザインを
提案するための「人づくり」は？
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安心で快適なプライベートルームの水まわり。 
コンパクトな高機能トイレは、除菌イオンの働きでにおいを抑えます。 
寝室はいつも清潔で、気持ち良く。

　INAXは、高齢化対応では後発ではあるものの、
「生活者・消費者」の目線で働く私から見ると、世
の中の「ささやき」を聞く耳を持っており、反応が早
く、潜在能力を感じます。かつて、「トイレの便器は、
入ったときに真正面か真横しかない。少し斜めにし
たら、手すりも要らなくて便利なのに」とささやいた
ら、柔軟に対応してくれました。
　ユニバーサルデザインを提案する企業の現在の
テーマは、「ユニバーサルサービス」という技能で
す。ユニバーサルデザインを理解し、評価してくれ
る相手と同じ目線でコミュニケーションをする必要
があります。ショールームでお客さまと接する人や建
築会社からの相談を支援する立場の人が、至急こ
の技能を身に付ける必要があります。
　今後のINAXに求めるのは、企業の中の一人ひと
りが、担当者としてその能力を十分発揮する企業に
なることです。一人ひとりが高齢社会を本気で考え、
異業種と積極的に交流し、新しい視点を持った事
業を展開することで、超高齢社会をリードしていくこ
とが可能になると考えます。

高齢社会の識者に聞いてみました

住まいづくりねっと　
矢作聡さん

　私自身、車椅子を使っていますので、身障者

や高齢者のお客さまの相談にのらせていただく

ことが多いです。自分もお客さまの家族の一員

になったつもりでお話を伺います。ハンディのあ

る方も家族の一員ですから、「自分用の特別な装

置」ではなく、みんなと同じモノを使いたいので

す。INAX商品の多くは、みんなが使える「共

用品」として開発されていますが、これらはすべて

「つかみやすい」「座りやすい」といった小さなア

イデアの積み重ねです。また普通の商品も、設

置の仕方や組み合わせで、ユニバーサルデザイ

ンにすることもできます。

　それぞれのお客さまに合った助言や提案を心

がけ、「ショールームに足を運んで良かった」と

思っていただけるよう心がけています。

新宿ショールームL21　
アドバイザー　
高橋秀子

ショールームでの
ユニバーサルデザインの提案は？

　数年前から「椅子に座ったまままでシャワーができる
お風呂がほしい」と思っていたら、一昨年「シャワー・ド・
バス」の広告が目に留まり、ショールームで実際に商
品を見て購入を決めました。入浴時の事故も気になっ
ていましたし、将来的な介護を見据えてのことです。
座ったまま、操作も含めてシャワーを浴びることができ
るのは良いですし、事故も防止できるので安心です。

お客さまに聞いてみました
（バスルームリフォーム）

東京都狛江市
大波多さん

　母の足が悪くなってきたので、「段差のある玄関を
なんとかできないだろうか」と考え、新宿ショールーム
の高橋秀子さんに相談したところ、リフォームコンサ
ルタントの新井武さんに来ていただけることに。玄関
内に数段の階段と手すりを付け、さらに玄関から門扉
までをゆるやかな傾斜にして手すりを付けました。新
井さんの対応は丁寧で、ライファ店への工事の手配
もしていただき、助かりました。

お客さまに聞いてみました
（玄関リフォーム）

東京都新宿区　阿久津さん



トイレを快適空間にリニューアル。
オフィスワーカー、ビルオーナーの満足度の高い
節水サービス事業を始めました。
商業ビルを取り巻く環境が大きく変わってきている現在、築10年以上を経たビルオーナーにとっては、

テナントを確保するために「ビルの競争力」を高めることが課題になっています。INAXが始めた「節水ESCO（エスコ）」は、

ビルオーナーはもちろん、そのビルで働く人たちにとってもメリットのある、新しいビジネスモデルです。

最新の節水技術により、削減の見込める上下水道料金を原資とすることで投資を抑え、

古いビルのトイレを魅力ある快適空間に変貌させることを可能にしています。        

新しい環境ビジネスモデル「節水ESCO（エスコ）」

づいて「トイレのリニューアルプラン」と「節水

効果保証」をセットにして提案する事業です。

　導入効果が高いのは、延べ床面積3,000

平方メートル以上で、オフィスビルや学校

など利用者が「定住」していて変動要因の

少ない施設です。築20年前後のビルでは、

大便器を1回洗浄するのに約13リットルの

水を使用します。これを最新の便器に変更

すれば8リットルで済むようになり、さらに小

便器や洗面器での節水効果を考えると、約

　最初に、ビルの就業人数、男女比、稼動日

数、トイレ数などを調査する「節水診断」を行

います。節水ESCOは、この「節水診断」に基

「節水ESCO」の導入方法や
効果、INAXの強みは？

50%の節水が可能になるのです。

　INAXの強みは、こういった「節水技術」や、

短期間で施工できる「システムトイレ」を持っ

ていること、またトイレを丸ごと提案できる設

計力に加え、節水診断ノウハウに基づいた

「節水効果保証」を行えることにあります。た

とえば、導入後10年間にわたって節水効果

金額をINAXに支払っていただく契約を交

わし、これをリニューアル費用の一部に充当

することで初期投資を抑えることができます。

営業本部 営業管理部 
営業情報企画室 
スペースプランニング課
チーフ　
鶴田徹

節水E S C O
Environmentally Smart Controlエコで賢い水利用
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◆節水ESCOサービスのしくみ

トイレリニューアル時の節水機器導入に際し、包括的なサー
ビス（節水診断、リニューアル工事、効果確認、資金調達な
ど）を同時に提供し、その結果得られる節水効果を保証。
サービス契約期間中は、上下水道料金の削減分を活用して
初期投資を軽減し、契約終了時には上下水道料金の削減分
はすべてビルオーナーの利益となります。

水
道
料
金

水
道
料
金

削
減
額

節
水E

S
C
O

サ
ー
ビ
ス
料

節水効果保証
水道使用料の
削減量を保証

資金調達支援
トイレ改修資金を節水効
果から回収するため初
期投資の軽減が可能

トイレリニューアル
節水トイレと
改修工事を提供

ビ
ル
オ
ー
ナ
ー

の
利
益

水
道
料
金

削
減
額

水
道
料
金

水
道
料
金

導入前 契約期間中 契約終了後



就業者 快適なトイレ空間の利用

ビルオーナー 節水効果を利用した投資負担の少ない
トイレリニューアル

INAX お客さまと直接やりとりすることによる
顧客満足度の向上と「もどす」工程の強化

点として重要な位置を占めます。節水ESCO

という「快適空間づくり」と「節水効果保証」

をセットにしたビジネスモデルの開発により、

お客さまと直接やりとりし、より適切な提案

ができるようになりました。従来は、建設会社

などの設計に従って、器具などを提供するだ

けのケースが多かったのです。

　2004年５月時点で、契約または工事完了

７件、契約対象案件70件が進行中です。

今後は、オフィスビルや学校だけでなく、ホ

　現在、INAXは「お客さま視点に立った

ものづくり」を強化しており、節水ESCOは、

ビルオーナーであるお客さまとの直接の接

INAXにとっての
メリットは？

テルや病院などの節水診断が行えるように

していきます。

　また、節水効果の確認やメンテナンスを通

じて、施工後も継続的に、お客さまとの関係

を持てることもメリットです。メンテナンス時

の部品交換や、次回のリニューアルも視野

に入れ、より効果的な省資源、つまり使用済

み器具をリユース・リサイクルするための「も

どす」工程の強化を図っていきます。

プロジェクト統括部
ビルプロジェクト戦略部　
担当部長　
糸川修平

株式会社富士屋 代表取締役　永山克彦さん
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◆節水ESCOのメリット

◆第三富士ビルで仕事をしている人の声を聞いてみました
リニューアルして良くなったことは何ですか？

シャワートイレが付いた男性189人
女性68人

におわなくなった174人
78人

洋風便器になった161人
54人

ゆっくりできるようになった73人
36人

大便器が自動で
流れるようになった

53人
22人

カウンターに
物が置けるようになった

31人
28人

気分転換できるようになった22人
28人

歯磨きしやすくなった10人
20人

身繕い（お化粧直しなど）
しやすくなった

9人
46人

小物収納棚が付いた
*女性のみ

22人

　株式会社富士屋が、大阪市西区に
所有する「第三富士ビル」は、築30年を
経過し、設備の老朽化が進んでいまし
た。このオフィスビルの資産価値を高め
るために、従来から空調の改善やIT化
への対応を進めていましたが、今回はト
イレのリニューアルを図りました。
　ここ5年ぐらいの傾向を見ると、テナ
ントの内覧時には、事務職らしい女性

ビルオーナーとして、どのような点が良かったですか？

が同行されることが多くなってきました。
男性は立地、周辺環境、執務空間、間
取りなどを視察しますが、女性は必ずト
イレをチェックされます。改修前は、トイ
レはどちらかといえば「見られたくない場
所」でしたが、現在は、まずトイレから案
内するようになりました。
　リニューアルで大きく変化したのは、
「快適性」だけではありません。節水効

果には、目を見張るものがありました。リ
ニューアル前は入居率70%で1日40

トン以上の水を使用していましたが、リ
ニューアル後は入居率98%で27～28

トンになりました。就業人数が増えてい
るにもかかわらず、水道使用量は大幅
に減少し、コストダウンにも大きく寄与し
ています。

News―「節水ESCO」は第２回「日本環境経営大賞 環境フロンティア部門 独創的環境プロジェクト賞」受賞

リニューアル前Plan



品質保証

重大な品質保証問題の発生

　2001年6月～2003年10月25日出
荷の「洗髪洗面用シングルレバー混合
水栓」において、品質保証問題が発生
しました。水栓金具部品の一部に不具
合があり、水が止まらない、または水漏
れの恐れのあることが判明し、該当商品
の品番、特長を新聞、ホームページで
告知し、無料点検を実施しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/info/faucet2004.html

社長CS診断

　CS（お客さま満足）の推進は、企業の責
務です。商品やサービスの品質をより確
かなものにするため、CS推進統括部、
品質保証統括部を事務局に、2004年
2月から社長巡視によるCS診断を開始
しました。2004年5月までに生産・技
術・開発の全30部門の診断を終え、今
後順次営業・間接部門に展開します。

お客さま視点の取り組み

ユニバーサルデザインの取り組み

　高齢者、体の不自由な方、子どもたち、
それぞれ違うお客さまの誰もが、いつまで
も、使いやすく快適で安全なユニバーサ
ルデザインのものづくりを進めています。
ショールームやお客さま相談センターと
研究開発部門が連携し、10年先を考え
た住まいづくりのご相談や設計・施工店
への教育支援も実施しています（図1参照）。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/ud/

エコ商品の充実

　いっぱい使っていっぱい出す生活から、
少ししか使わず少ししか出さない環境を
考えた安心・健康なエコ生活へ。快適さ
を損なうことなく、地球環境への負荷を
下げるものづくりやサービスの提供を目
指し、研究開発を行っています（表1参照）。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/eco/technology/products/

ショールームの拡充

　INAXショールームは、2004年3月で
41カ所。来館組数は年間約2万組で、
8割近くが生活者の方です。郊外型ショ
ールームの新設、首都圏での試行的なリ
フォームコンサルタントの常駐、アドバイ
ザー教育支援の充実など、お客さまの期
待に応える施策を進めています（表2参照）。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/showroom/

 ホームページの充実

　最新情報や商品紹介をはじめ、施工
店紹介やリフォームアイデア、空間イメー
ジ集など、水まわりの困りごと解決策か
ら、お客さまの大切な住まいづくりのご
提案まで、幅広く情報を掲載しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/

快傑ホームズ

　リフォームや新築を検討中のお客さ
まが気軽にインターネットでお近くの工

 INAXの事業活動

お客さまとの接点でINAXが考え取り組んでいること
お客さまの大切な住まいづくりをお手伝いするために

・ショールームやお客さま相談センターでは、お客さまの声に応え、声をいかす仕組みづくりを推進

・いつまでも誰にでも快適で安全なユニバーサルデザインの推進や、人と地球を考えたエコ商品の開発

・小さな困りごとの解消から、新しい住まい方の提案まで、商品やサービスのご提供

・さまざまな情報発信と同時に、情報管理を徹底し、プライバシーポリシーを遵守

などに重点を置いて、お客さまの真の満足を考えた商品・サービス・事業に取り組んでいます。
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◆表2　INAXショールーム全国41カ所

ハウスケアサービス レンジフードのクリーニングやトイレの水アカを付きにくくする
リフレッシュプロガード加工などを会員価格で提供

機器交換サービス 浴室・トイレの後付け手すりや、収納棚の取り付け

グッズ販売 INAX実験工房のやきものグッズや、INAXメンテナンスの
お掃除道具などを会員価格で販売

2003年度の新規サービス 

洗濯槽クリーニング 洗濯槽を取り外し、約2時間かけ徹底クリーニング

ホームセキュリティ 綜合警備保障のサービスを会員価格で提供

おいしい安全な水の提供 オールインワン浄水器の販売・レンタルに加え、電解還元
水整水器、家庭用軟水器を会員価格で提供

◆表3　i-mateサービス・商品

2003年度新設 山口、甲府、福井、箕面ショールーム

2003年度移転 横浜、岡山ショールーム

2004年6月までの計画 新設：大分・高知・川越・宮崎
移転：徳島　リニューアル：銀座

アドバイザー有資格者 2級建築士 14名

（2004年5月31日現在） インテリアコーディネーター 46名

 キッチンスペシャリスト 32名

 福祉住環境コーディネーター 2級 55名

 福祉住環境コーディネーター 3級 92名
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務店を検索できるサイトを運営していま
す。登録店は1,400店を超え、アクセス
数も910万ページビューと、お客さまに
広く活用いただいています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.k2-homes.com/

i-mate（アイメイト）サービス事業

　急な水漏れや商品の故障など、住
まいの水まわりの安心を24時間365

日サポートするi-mate入会者数は、
月約1,000件で推移し、2004年3月
25,000件を超えました。新しいサービ
スも追加し充実させました（表3参照）。

詳しい情報はこちら

▲

https://ssl.inax.co.jp/i-mate/members/

お客さま相談センター

　専門知識を持つベテラン相談員を中
心に79名（2004年4月現在）を配し、広く
一般の方から専門業者まで、お客さま
別担当制にて対応しています。問合せ
内容はデータベース化し、商品の開発
や改良、カタログの改善などに活用し

ています。専門知識の強化、ケースス
タディによる好感度応対教育も実施し
ています（表4、5、6、図1参照）。

お客さま相談センター

▲

0120-1794-00

個人（顧客）情報の管理

　個人情報管理については、2002年
より検討を進め、2003年12月顧客情
報センター発足と同時に、「個人情報
の保護に関する基本方針」を策定、内
部規定を含め顧客情報取扱い部門へ
周知徹底し、INAXホームページでも

公開しました。今後は、遵守のための
教育、監査を実施していきます。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/privacy/

設計・施工店（中間ユーザー）支援

INAXリフォームネットワーク

　2003年4月スタートの「INAXリフォー

ムネットワーク」登録店は、発足１年で

◆表4　お客さま相談センター
相談件数推移（月平均件数）

2000 2001 2002 2003

10,900

18,800
22,300

27,536

（件／月）

◆表5　お客さま相談センター
相談内容内訳（内容別）

◆表6　お客さま相談センター
相談内容内訳（商品群別）

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

●商品の仕様について 60%
●お手入れ・修理について 20%
●資料のご請求 5%
●苦情 3%
●その他（所在地のご案内など） 12%

●建材（タイルなど） 7％
●住器（キッチン、バスルームなど） 21％
●設備（トイレ、水栓金具など） 55％
●その他（不明含む） 17％

◆表1　エコ商品シリーズ数◆図1　ドゥ・ケア・カウンター

車椅子での使用を考慮した洗面カウンター
（2004年4月発売）。お客さま相談セン
ターには、このほかにも車椅子対応商品
を望む声が多数届いており、今後の開発
課題として取り組んでいます。

◆表7 リフォームネットワーク
 登録店向けセミナー例

●介護保険を利用した住宅改修のポイント

●転倒予防教室「寝たきりにはなりたくない」

●対策別リフォーム「結露・カビ・ダニ対策編」
「バリアフリー考慮編」

●住宅診断「初級」住宅の老朽化診断と簡易耐震診断

※全国各地で開催

　（2003年4月1日～2004年3月31日述べ145回）

問合せのお電話は、設計施
工業者などの中間ユーザー
の方が6割、残り4割が実際
に商品をお使いいただいて
いるお客さまで、その割合は
少しずつ増えています。

お客さま相談センター
センター長
田畑寛一

2,500店を超えました。登録店には生活
者にわかりやすい提案・見積り書作成の
ためのソフト「かんたん道具箱」を提供し
ています。また専門家による「福祉住環
境コーディネーター資格取得対策」など
各種セミナー開催を支援しています。上
記講座の例では参加者から「実物に触
れられる実習は良い」「資格取得後にフ
ォロー研修をしてほしい」などのご意見も
いただき、新講座の検討も行っています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/constructor/irn_top.html

リフォーム塾

　INAX建築技術専門校は2004年2

月、施工業者を対象にリフォームを体
系的に学ぶ「リフォーム塾」を開講。基
礎コース3講座、主要コース4講座、
定員各20名で月次開催しています。各
講座は最長2日間の短期集中講座で、
今後は、「バリアフリー講座」などの特別
コースも開講予定です。

INAX建築技術専門校お問合せ先

▲

0569-35-4902

建材
（タイルなど）

エコ
推奨商品
シリーズ数
（全体）

省エネマーク対象商品品番数

エコマーク商品シリーズ数

グリーン購入法適合商品シリーズ数

※（　）内の数値は、各事業部での全体シリーズ数

（年）

2003年3月末時点

208（510）

 48（107）

 24（71）

1（3）

-

72

206

2004年4月時点

211（517）

54（111）

 32（75）

 1（3）

119

54

240

設備
（トイレ、水栓金具など）

住器
（キッチン、バスルームなど）

アクア
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文化推進部　
チーフディレクター　
入澤ユカ

独自に、独創的に、継続して、
文化活動を推進しています。
 　INAXは「商品を売る前に、商品が成り立つ文化的土壌を振り返ってみること」を

コンセプトに、文化活動を推進してきました。本格的な活動は1981年、東京都中央

区京橋の中央通りにショールームを開設したときにスタート。ショールーム内に2つ

のギャラリーを開き、建築やデザイン、美術をテーマにした企画展やセミナーを継続

的に開催してきました。またINAX出版では建築、デザイン、美術、環境などをテー

マにした書籍やブックレットを発行し、その数は230冊を超えています。1986年に

は、赤坂のアークヒルズに世界のトイレを集めたショールーム「XSITE」を開設し、

1988年には、銀座ショールームのエントランス部分で書店を始めました。1997年

には、本社のある愛知県常滑市に「世界のタイル博物館」を開設しました。

　「独自に、独創的に、継続する」は、1991年にINAXが「第1回メセナ大賞 特別賞」

を受賞したとき、それまでの文化活動を振り返ってつくったキーワードです。多くの文

化を知ることは、INAXが INAXであり続けるために重要なことです。これからの企業

は、いかなる場面でも、無知ゆえの過ちを犯してはなりません。企業が存続していくた

めの総合力に、「文化」という力が欠かせないのではないかと、私たちは考えます。

INAXの文化活動

という出版物も発行されるため、展覧会が

終わってからも企画の思いを長く伝えること

ができます。ギャラリー 2は、開設以来、現

代美術のさまざまな表現を1カ月単位の個

展でご覧いただいてきました。INAXギャラ

リー 2や、気鋭のやきもの作家の個展を開

催する新宿のINAXガレリアセラミカからデ

ビューした作家も多くいます。テーマでは、

常にINAXらしく独創的な視点を持ちたいと

思ってきました。「なぜそばにあって、いつも

見ていたものに、気付かなかったんだろう」と

いう視点を大事にしています。流行りもので

はなく、気が付かなかったもの、長く残るもの

へのこだわりです。文化活動はもう23年にも

なります。低予算で、工夫しながらやってい

るので、長続きしているのかも知れません。

　キッチンは、世界の風土や動植物の恵み

や調理の文化を知らなくてはつくれません。

トイレは、人間のからだや排泄の文化を知

らなくてはつくれません。文化のDNAを持

たない企業活動は、企業活動とはいえませ

ん。INAXは、人類の歴史が始まって以来

の、暮らしの道具にかかわることを事業とし

ています。文化という土壌があって、はじめ

てそれが商品に反映されるのです。

　INAXの文化活動の特徴は、自分たちで

企画し、建築家、アーティスト、デザイナー、

評論家、多くの関係者や観客の方 と々直接

ネットワークをつくってきた点にあります。建

築・デザインをテーマにしたギャラリー 1の

企画は約3カ月ピッチで東京・大阪・名古

屋の3カ所のギャラリーを回り、ブックレット

INAXらしい文化活動とは？
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品を交換します」という広告を出すなど、収

集も継続的に行っています。

　新しい感覚を持って旺盛に制作を続けて

いる陶芸家による展覧会「やきもの新感覚

シリーズ」を月次開催し、毎月10日にはアー

ティストトークというイベントも行っています。

　多いときには100人以上のお客さまが集

まり、また、常滑ケーブルテレビの1時間番

組として放送もされており、やきもの文化の

浸透に貢献していると思います。

　「世界のタイル博物館」は、1997年、INAX

本社のある愛知県常滑市に開設されました。

山本正之さんというINAXと縁の深いタイ

ル会社の会長さんから、常滑市にタイルの

コレクション寄贈があり、その保存・管理・

研究・展示をINAXが委託されているとい

う形態をとっています。隣接する資料館と合

わせて、タイルの歴史や文化的背景、世界

25カ国のタイル、古便器、テラコッタなどを

展示しています。また、「古便器とINAX商

世界のタイル博物館　
館長　
宮地究

「世界のタイル博物館」とは？



「e Light 2003-生命-」は、じ

つは「エコカラット」を用いた作品

です。土と光の融合を表現する素

材としてエコカラットを切ってみた

ら、新たな発見がそこにありました。

工業製品の断面を見せることで、

意外な「味」を出せたのです。 

　韓国で生まれ育った私から見ると、日本は

「そぎおとす」文化、韓国は自分を前に出し

ていく「加える」文化です。いまの私の作品

は、日本的な「そぎおとす」文化の影響を受

け、新しい自分を表現していると思います。

日本文化、韓国文化の良いところをデザイ

ンにいかしていきたいと考えています。 

　陶磁器デザインに興味を持ったのは、愛

知県立芸術大学院にいたときです。陶磁

器デザインと日本の企業を体験するために

INAXの研修に参加し、現在は空間デザイン

センターに勤務しています。2002年、第6回

国際陶磁器展美濃陶磁器デザイン部門グラ

ンプリ受賞がきっかけで2003年、初の個展を

「INAXガレリアセラミカ」で開きました。 

　デザイナーとしては「どんなところで、どん

な人が使うか」を重視します。知人宅など

に自分が担当した商品があると、素直に嬉

しく、やりがいを感じます。アーティストとし

ては、「多くの人に共感され、発想の広が

る原点となる作品づくり」を心がけています。

社員として、アーティストとして

技術研究所 
空間デザインセンター　
崔 宰熏

The Light 2003 -生命-（2003）

漂着物考
Drifted Ashore: Museum on the Beach
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さまざまな文化が交わることで、
商品づくりの発想や文化活動の環が
広がっています。

INAXギャラリー 1 企画展



　高知県大方町は1989

年、長さ4キロメートルの

砂浜を、想像の「美術館」

にしました。この美術館

では、「Tシャツアート展」

や「砂の彫刻」など、さま

ざまなイベントが開催さ

れており、海岸に流れ着

いたゴミを作品として楽

しもうという「漂着物展」

も、そのひとつです。

　INAXギャラリーでは、2003年9月～

2004年5月の企画として、漂着物考 ̶

浜辺のミュージアム̶ 展を開催し、冊子

『漂着物考』を出版するとともに、漂着物

学会事務局長の松本敏郎さんにご講演

いただきました。

INAXの文化活動について、
どのように感じられましたか？
漂着物学会  事務局長　
高知県大方町町役場　
松本敏郎さん
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　最初、INAXから打診があったとき
は、6月キックオフ、9月スタートという
厳しいスケジュールだったので、お断
りしようと思いました。しかし、資料と
して送られてきたたくさんの出版物を見
て、これはすごいと思いました。また、
大方町に打ち合わせにいらっしゃった
INAXの入澤さんが、海岸のゴミ（作品）
を山のように拾ってこられたのにも、びっ
くりしました。
　INAXは、ギャラリーの活動だけで
なく、「世界のタイル博物館」など、文
化活動に力を入れている印象が強い
です。

の技術を残すことにも取り組んでいます。

　こういった活動を通じて「絵付けトイレ」や

「セラミックスピーカー」などが開発されま

した。また、ピアノ調律師の学校とのコラボ

レーションで、ピアノの振動を床に伝えない

「セラミックインシュレーター」、照明メー

カーとデザイナーとのコラボレーションで、

磁器素材を使った「セラミックライト」が誕

生しました。

　やきものの可能性を広げるコラボレー

ションの場が「実験工房」です。その一環とし

て、ヨーロッパのアーティストをよび、作品を

つくってもらい、技術交流を深めています。ま

た、伝統的な技術を伝えていくことも重要で

す。そのためには、実際にその技術を使って

モノをつくり続ける必要があります。実験工

房では、現在その数が減っている「テラコッ

タ（素焼きの塑像や瓦などの建築装飾品）」づくり

実験工房 
工房長　
小関雅裕

海外や異業種とのコラボレーションは？

セラミックライト「BClamp」
ほのかに浮かび上がる丸いレリーフ。
プロダクトデザイナー・西掘晋氏との
コラボレーションで生まれた、灯して
も消しても美しいランプは、ダイニン
グルームから現代的な和室、ショップ
まで、幅広い空間を演出します。

「セラミックインシュレーター」
音の立ち上がりが良く、シャープな
音を再現するセラミックの特性に着
目し、グランドピアノの脚の下に敷く
インシュレーターを開発。ピアノ本
体の振動を支える脚部をしっかりと
受け、音の伝達性を高めます。

セラミックスピーカー「TOVO」
セラミックスの特性をいかし、角を
無くしたラウンドフォルムで、伸びの
ある力強いボーカル、ほどよく量感
のある低音を実現。モダンなリビン
グでも和室でもよく合う、インテリア
にもなるスピーカーです。

私たちの町には美術館がありません。美しい砂浜が美術館です。
～砂浜美術館パンフレットより～



ギャラリー、出版、書店

ギャラリー 1、名古屋、大阪

　INAXギャラリー1（東京）、ギャラリー
名古屋、ギャラリー大阪は「建築とデザ
インとその周辺をめぐる」企画展を開催
し、それぞれ3会場を巡回します。各会
場では、テーマごとの講演会やワーク
ショップも開催しています（表1参照）。

ギャラリー2、ガレリアセラミカ

　INAXギャラリー 2（東京）は平面・
立体から映像表現まで、分野を超えた
「現代美術」を展示し、ガレリアセラミ
カ（東京）は新進作家の「やきもの」を展
示する月例企画展です。会場ではアー
ティスト･トークなどの関連イベントも開
催しています。

出版

　INAXギャラリー 展 覧 会 図 録
「BOOKLET」 をはじめ、建築･都市論
を中心とした書籍を刊行しています（表2

参照）。
　「WEB SITE 10＋1」ではオープンハ
ウスを紹介する動画や建築写真アーカ
イブ、書評などを配信中です。

ブックギャラリー

　建築、デザイン、美術関連書が充実
した INAX直営書店です。階上にある
ギャラリー 1の企画展にあわせ、関連書
フェアも同時開催しています。

 INAXの文化活動

文化機関としてのINAXの考えと取り組み
商品やサービスを生み出していく、その底流には、文化をはぐくみ育てていくことができる土壌が必要です。

本当に大切な美しい文化について、考え理解し続けていくために、

・ 今、私たちの生きている「建築・都市」「生活そのもの」を見つめ

・ 次世代に伝えていく巧みの「技」や「伝統」を重んじ

・ そしてまた、次世代の新しい「息吹」を見い出しながら

 INAXは独自の力で、独創的に、文化活動を継続していきます。
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詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/Culture/

2002年  9月～2003年  5月 土泥礼讃 展 ❶

2002年12月～2003年  8月 2002年ソウルスタイルその後 普通の生活 ̶李さん一家の3200点̶ 展

2003年  3月～11月 水辺の土木 ̶とっておきの風景̶ 展 ❷

2003年  6月～2004年  2月 緑をまとう家 ―我流天国― 展

2003年  9月～2004年  5月 漂着物考 ―浜辺のミュージアム―  展

2003年12月～2004年  2月 動物園のデザイン 展

◆表1　企画展一覧（2003年～2004年）
ギャラリー1（東京）、ギャラリー名古屋、ギャラリー大阪 ［3会場巡回展］

❶ ❷

10+1  series 2004年  1月刊行　『現代住宅研究』 ❸

10+1（Ten Plus One） 2003年  7月刊行   『No.31 特集＝コンパクトシティ・スタディ』

 2003年  9月刊行   『No.32 特集＝80年代建築／可能性としてのポストモダン』

 2003年12月刊行   『No.33 特集＝建築と情報の新しいかたち』

 2004年  3月刊行   『No.34 特集＝街路』

◆表2　INAX出版（2003年4月～2004年3月刊行書籍）

❸

◆ギャラリー 2

2004年1月
蓜島庸二 展　
撮影：北村光隆

◆ガレリアセラミカ

2003年9月
吉村敏治 展
撮影：荻沼秀和

◆ギャラリー 1（東京）
撮影：早川宏一



文化スクエア
　やきもの文化への貢献と、地域での
企業の社会的責任を果たしていくため、
世界のタイル博物館、窯のある広場・
資料館、陶楽工房、常滑トイレパークか
らなるINAX文化スクエア（愛知県常滑市）
を運営しています。

世界のタイル博物館

　紀元前から近代までの世界25カ国
のタイル約1,000点を展示しています。
また独自の企画展として、陶芸作家の
「やきもの新感覚シリーズ」（年9回）（表
3参照）、技術と歴史展「和製マジョリカタ
イル」、館特別展「町かどのモザイクタイ
ル̶愛しいデザイン」展を開催しました。

窯のある広場・資料館

　1921（大正10）年に築かれた倒焔式
角窯、煉瓦造の煙突のある建物内には、
建築装飾テラコッタ約60点や、染付古

便器など約150点を展示しています。
　この資料館と博物館ホールでは、館
主催のイベント「落語独演会」などのほ
かに、地域の文化施設として「大正琴の
ミニコンサート」や、リュート、ヴァイオリ
ン、馬頭琴の演奏会など、幅広く市民
の方々に活用していただいております。
たとえば、世界各国の陶芸家と常滑市
民との交流を通じ、常滑のまちづくりと
国際化を目指すIWCAT（※）のフェア
ウェルパーティ会場としても活用され、
隣接の陶楽工房ギャラリーでは作品
展も行われました。

関連情報IWCATホームページはこちら

▲

http://www.japan-net.ne.jp/̃iwcat/

※IWCAT ：とこなめ国際やきものホームステイ
（International Workshop of Ceramic Art in Tokoname）

陶楽工房

　常滑を訪れた人に、気軽にやきものを
楽しんでもらえる施設です。ギャラリーを
併設し企画展を開催すると同時に、「さ
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くらの大皿つくり」など季節にふさわしい
さまざまなイベントを開催しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/bunka/

デザインコンテスト

　INAXデザインコンテストは、住宅建
築における「施工技術とデザインの向上」
を目的に1977年に始まり、2003年には
24回を数えました。当初は主にINAX商
品の施工技術を競うコンテストでしたが、
近年は住空間の快適さ、デザインの美し
さを競うコンテストに拡大しています。
　第24回では、応募作品数1,067点
の中から優秀作品が19点選ばれました。
　INAXではコンテストを通じて「住ま
いづくり」について考え、快適な空間と
使用目的を考慮した商品の提供を目指
しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/design-contest/

◆第24回
　INAXデザインコンテスト 
　金賞受賞作品
「DEVICE #9」
設計：有限会社前田紀貞アトリエ
インテリアマガジン『CONFORT』
2003年7月号No.66掲載 
©YOZO TAKADA

◆表3　世界のタイル博物館 企画展「やきもの新感覚シリーズ」 ◆表4　地域に根ざした文化支援・社会貢献活動

第36回今井裕子 展 －薄陶の函 光とかげの音階－

第37回近藤陽子 展 －花器にひらく、陶土の花びら－

第38回中島晴美 展 －輪廻転陶・球体変化－

第39回亀井洋一郎 展 －磁土の幾何学－

第40回中村卓夫 展 －空の間・陶の閃光－

第41回ガレリアセラミカの11人展

第42回小島郁子 展 －陶 流れゆくところ－

第43回鈴木秀昭 展 －陶 玉蔓文コスモス－

第44回崔宰熏（チェゼフン） 展 －積層の陶・景色の皮膜－

第45回泉田之也 展 －陶 秘められた幾何形－

2003年4月～ 窯屋巡りへの協賛

2003年7月19日～8月25日 IWCATへの協力（作品展示場・フェアウェルパーティ会場提供）

2003年8月23日、24日 常滑焼き祭り出展

2003年10月25日、26日 知多市産業祭りに出展

寄付　日本福祉大学創立記念Art Festaへタイル寄贈

寄付　日本福祉大学勢和寮祭へのアートタイルの寄贈

寄付　社会福祉法人知多福祉会　知多市やまもも授産所へタイル寄贈
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 INAXは、
循環型ビジネスの強化に取り組み、
持続可能な社会の実現に貢献します。

私 たちは「人と地球を考えたものづくり」を環境

基本理念に掲げ、より少ない資源やエネル

ギーで商品をつくり、お客さまに快適にご利

用いただく中で、知らず知らずのうちに省エネや節水がで

きる商品をお届けしてきました。こういった「つくる」「つか

う」の場面では、まだまだ改良の余地はあるものの、着実な

成果をあげていると考えています。これからの課題は、「もど

す」仕組みづくりの強化にあります。

　INAXは、新しいビジネスモデルとして、オフィスや公共ト

イレのリニューアル事業「節水ESCO」や、「レンタルトイレ」

のビジネスを始めています。万博や自動車レースなどのイベ

ントでご利用いただく「レンタルトイレ」は、トイレのリユース

を前提とする循環型の事業です。また、使用済みのユニット

バスやトイレなどを分解・分別・リサイクルする研究にも取

り組んでいます。ここでの一番の課題は、「もどす」ためのイ

ンフラづくりです。解体現場からトイレや浴槽だけを取り出し

てもどすのは、難しいのが現状です。しかし、ごみの廃棄に

お金がかかることや資源循環の大切さへの理解は確実に

深まっており、「もどす」仕組みづくりの追い風も感じられます。

　INAXが社会に認められ、発展し続けていくためには、地

球環境・生活環境を汚さないことはもちろん、お客さまの生

活価値向上に役立ち、かつ環境負荷の低い商品やサービス

をお届けすると同時に、循環型社会という視点で、企業として

の役割を果たしていかなければなりません。経営と矛盾しな

いかたちで、リユースやリサイクルを推進する事業を成功さ

せることが重要です。私たちは今後も、循環型ビジネスの強

化に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

代表取締役
副社長執行役員
事業本部長　

笛木嘉吉



人と地球を考えたものづくり。
 INAXは「つくる」「つかう」「もどす」、
すべての工程で取り組んでいます。
　INAXの「人と地球を考えたものづくり」は、商品を「つくる」とき、お客さまに「お使いいた

だく」とき、そして使用済みの商品を「もどす」とき、すべての段階を視野に入れて、着実にそ

の範囲を拡大してきました。

　1992年にスタートした「第1次環境保全方針」では、生産工程の環境負荷削減に取り

組み、1997年からの「第2次環境基本方針」では、その範囲を物流工程に拡大しました。

2001年から2003年9月までの「第3次環境宣言」では、ご使用時の節水や省エネに役立つ

「エコ推奨商品」の売上比率を64%に向上したほか、建築現場で発生するタイル端材のリ

サイクルを開始しました。

　2003年10月からの「第4次環境宣言」では、海外事業所の活動を強化するなど、INAX

グループとして、「つくる」「つかう」「もどす」を推進していきます。さらに、2005年4月からの

「第5次環境宣言」からは、経営計画と連動し、環境経営の強化に努めていきます。

第3次から第4次・第5次環境宣言へ
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います。「エコカラット」4は、古くからの土壁

を徹底的に研究することで生まれました。これ

は湿度が上がると湿気を吸収し、乾燥すると

湿気を放出する働きを持っており、いわば電

気を使用しないエアコンという見方もできます。

水の分子が吸着しやすい微細な孔を多く持

つ粘土を原料にしており、湿気だけでなく、シ

ックハウスの原因となるホルムアルデヒドや

VOCを吸着する働きもあります。ほかにも自

然の浄化機構を水栓金具に組み込んだ「オ

ールインワン浄水栓」、土本来の機能をいか

した「ソイルセラミックス」や「ソイルバーン工

法」など、自然の賢さをいかした商品が生み

出されています。

　また、INAXの窯業技術と樹脂技術の

コラボレートによって生み出された商品として

「サーモフロア」5があげられます。これは、微

小なセラミックバルーンを樹脂に含ませること

によって、断熱効果を高めた床材です。従来

は、床暖房などエネルギーを使って床の冷た

さを回避する必要がありましたが、サーモフロ

アなら光熱費をかけず快適に入浴できます。

　新しい視点や発想を持って、省資源や

省エネの先にある「資源やエネルギーを使

わないテクノロジー」を開発することが重要

です。INAXは、自然に学ぶ究極のものづ

くり「ネイチャーテック」をベースに、新しい

機能を持った商品の開発に取り組んできま

した。

　1991年に発売した「マイクロガード」1や

キッチンシンクの「エクセラガード」2、トイレの

「プロガード」3は、カタツムリの殻に学んで

開発されたものです。カタツムリの殻は、泥水

などをかぶっても、いつもツヤツヤと光ってい

ます。私たちは、通常、水や洗剤などの資源

を使って汚れを落としますが、カタツムリの殻

には、その必要がないのです。調べてみると、

殻に微細な凹凸があり、表面に水の分子が

付着することによって、汚れから守られている

ことが判明しました。トイレ掃除のために、4

人世帯で年間約5.4キログラムの弱酸性洗

剤と約16,000リットルの水を使用しているこ

とを考えると、いかにカタツムリという自然が、

すごい存在であるかをご理解いただけると思

事業本部 
技術研究所  
所長　
山中潤一

タイル建材事業部 
商品開発室　
主幹　
渡辺修

タイル建材事業部 
商品開発室　
主幹　
新開誠司

いるかを評価します。さらに必達項目を設定

しており、必達項目のLCD基準についても

評価します。目標項目、必達項目を達成し

た商品は、エコ推奨商品として認定し、カタ

ログなどにエコ推奨マーク・エコ特長表示

を付記します。

　またINAXでは、商品が実際に「つくる」

「つかう」「もどす」の段階で、どれだけの環

境負荷を発生させているのかを定量評価す

るため、「ライフサイクルアセスメント（LCA）」

を活用しています。LCAのデータは、LCD

評価を裏付けるだけでなく、LCD評価の精

度を向上させるためにも活用されます。

　INAXは独自のライフサイクルデザイン

（LCD）システムを活用し、「つくる」「つかう」

「もどす」のライフステージにおいて、環境負

荷の少ないエコ推奨商品を開発しています。

LCDでは、まず商品企画時にどの環境配

慮項目を達成するかを検討し、目標項目を

設定します。目標項目は、商品寿命、節電、

節水、リサイクル、メンテナンス、化学物質な

ど、「つくる」「つかう」「もどす」のライフステー

ジごとに設定したLCD評価項目より選択し

ます。商品企画に基づき、さらに試作設計、

量産設計へと進めますが、それぞれの段階

において、目標項目のLCD基準を達成して

環境推進室　
久野岳人

環境推進室　
主事　
植木孝志
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環境を考えたものづくりのための最新技術は？

1マイクロガード 2エクセラガード 3プロガード 4エコカラット 5サーモフロア

環境を考えた商品企画や設計とは？
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 　INAXでは、衛生陶器やタイル用の窯業

原料、浴槽用などの樹脂原料、水栓金具用

などの金属原料のほか、各種部品、商品を

仕入れています。「つくる」～「もどす」までに

関わるこれら資材や梱包材の環境負荷低

減を進めるには、仕入先企業との連携が不

可欠です。

　そこでINAXの「人と地球を考えたものづ

くり」を理解していただき、共に取り組みを

進める目的で、2001年度から「グリーンパ

ートナーシップセミナー」を定期的に開催し

ています。2003年度の第3回セミナーでは、

305社の仕入先企業に対して、有害化学物

質不使用に関する説明を行いました。また、

仕入先企業の「エコ度評価」を行い、その結

果をフィードバックすることで、継続的な改

善を促しています。仕入先企業からINAX

への提案は、長年続けてきた梱包材の仕様

改善、通い箱化のほか、ロス原材料の再利

用、資源使用量削減、有害物質対策など

で、採用率向上も考え、今後はさらなるパー

トナーシップ強化が課題です。

購買センター 
集中購買グループ　
課長　
福尾和巳

 　INAXは、私たち納入業者の環境に対する取り組
みを「エコ度」として点数化していますので、私たち
自身の活動の進度が把握しやすいです。また、評価
項目も明確ですから、何に取り組むべきかはっきりし
ます。当社以外の納入業者さんがどのような活動を
しているのか、また、どんな成果が上がっているのか
を参考にしたいので、情報公開や情報提供の場が
もう少しあるといいと思います。
　現在、当社では納入部品の梱包材削減に取り組
んでいますが、将来的には、有害化学物質の削減
が重要な課題になります。当社の取扱製品の中で
削減対象となるのは、鋼材のメッキ処理に使用して
いる六価クロムと亜鉛です。六価クロムに関しては、
2～3年後に使用規制があるということで、その代替
品についての調査を始めました。

仕入先企業の方に聞いてみました

株式会社信和工業　業務グループ　斎藤次夫さん
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仕入先企業とは、
どんな活動をしている？

部品は、何度も繰り返し使える
「通い箱」で運びます

梱包材も、
商品を完全に包まずに
必要な分だけ使用

使用済み段ボールを加工して、
包装用の緩衝材に

工場で使うクラフトテープには、
最後に捨てられる「芯」もありません

自然に学ぶ技術開発や
仕入先企業との
パートナーシップで、
環境を考えた
商品が生まれます。
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6自動水栓オートマージュ 7センサー一体形ストール小便器

内蔵の水力発電機でまかないます。

　スーパー AI節水モードを搭載した「セン

サー一体形ストール小便器」7は、便器の

使用頻度をセンサーで確認することで、その

時間帯のトイレの混雑具合を判断し、節水

効果の高い適切な洗浄を行います。

　「センサー大便器」8は、便座に座ってい

る時間をもとにセンサーで大小を判定し、

便器を自動洗浄します。便器形状の改善な

どにより、大洗浄8リットル／小洗浄6リッ

トルという節水を実現しました。ちなみに

1990年以前は大洗浄のために13リットル、

1990年以降も10リットルの水が必要でした。

　自然に学び、省エネや省資源を実現する

やきものの技術とともに、INAXが得意とし

ているのが、水を賢く制御する「スマートアク

ア技術」です。住宅はもちろん不特定多数の

人が頻繁に利用する公共施設向けでも、さ

まざまな節水機能を持つ商品を開発してい

ます。

　センサーを使った自動吐水タイプの手洗い

は、ハンドルタイプと比較して60～70%の節

水になります。「自動水栓オートマージュ」6  

は、さらに吐水をシャワー状にすることで、約

80%の節水を可能にしました。センサーの

作動電力も、吐水時のエネルギーを使って、

設備事業部 
設備商品開発室　
中西淳

8センサー大便器

「つかう」ときに環境を考えた商品にはどんなものがある？

「人と地球を考えたものづくり」の中心を担うINAXの工場は、国内に19カ所、海外に5カ所（子会社含む）あり、工場で扱う商品に応じて、さまざまな取り組みが行われています
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 　INAXは、タイルのシェア50%以上のトッ

プメーカーであり、現場から年間数千トンの

タイル端材、残材が発生し、埋立て処理さ

れています。そのため2002年2月、広域再

生指定を受け、10月より建築現場で発生

するタイル端材、残材の回収・リサイクルを

開始しました。

　建設現場から出るごみの最終処分量
ゼロを目指して、清水建設では、従来か
ら間仕切り材や、内装材の広域再生利
用を行っていました。タイルの端材は、
建設現場全体からすると、それほど量も
多くはないので、INAXから回収の提
案があったときは、意外感とともに環境
に熱心な会社であるという印象を受けま
した。タイル端材の回収を最初に実施し
たのは、金沢の駅前広場の現場です。
　ごみの最終処分量削減に効果がある
のは、梱包材など、ごみになるものを現
場に入れないことです。タイルは輸送時
の破損が多いことは理解していますが、
今後は、梱包材の削減に期待します。

ゼネコンの環境部門の方に
聞いてみました

清水建設株式会社　
建築事業本部 
安全環境部　
環境グループ長　
冨塚幹夫さん

「もどす」ためにしていることは？

　タイル端材、残材は建築現場で分別して

いただき、INAXが回収・粉砕し、原料と

して再び生産ラインにもどしています。また、

INAXの回収、リサイクルは、廃棄物処分業

者へ委託するより安心感が高く、コストダウ

ンも見込めます。今後も回収、リサイクルを

拡大し、お客さまのニーズに応えていきます。

清水建設株式会社　
安全環境本部 
環境部　
副部長　
渡辺利博さん

舗装用ブロック「ソイルセラミックス」は、原料に占める再生材の割合が
約60％で、使用後もリサイクルできる「もどす」商品の代表格
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工場によって、廃棄物の
分別内容も変わります

工場に返品されたシャワートイレは分解・分別してリサイクル
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環境推進室　
再資源化担当課長　
川合和之

環境を大切に考えることと、
快適に商品をお使いいただくことが、
ひとつになり始めています。



INAXの環境活動　

環境についての考えと体制
 INAXの環境活動は、1997年制定の環境基本理念に則って行われています。

行動指針の基本は、「価値（PERFORMANCE）」を高め、

「地球環境への負荷（INPUTとOUTPUT）」を削減することです。

2003年 10月に始まった第 4次・第 5次環境宣言では、海外子会社を含む INAXグループとしての

体制・活動を確立するとともに、環境経営をより強化することで、「人と地球を考えたものづくり」を一層進めていきます。

2004年 6月より、INAXグループ環境戦略委員会委員長は、社長杉野が務めます。
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環境基本理念

INAXは、循環型社会の構築が人類にとって最も重要な課題であることを認識し、
「人と地球を考えた環境美の創造と提供」を企業活動に関わるあらゆる場面で
追求することにより、真の企業市民（コーポレイトシチズン）を目指します。

（1997年5月21日制定）

行動指針
INAXは、PERFORMANCE（商品・サービスの価値、企業活動の効果・効率）を高め、
INPUT・OUTPUT（地球環境への負荷）を減らすことを行動の基本的考え方とし、

 開発・設計の段階で人への新しい価値と地球に対する環境負荷を評価し、
 人と地球を考えた商品開発と低環境負荷技術の開発に努めます。

 生産・販売・物流・メンテナンス・回収・廃棄のすべての段階で
 環境負荷低減のための技術やシステムの開発・構築・導入に努め、これを運用いたします。

 法令・条例・協定などの規定を遵守することはもちろん、
 自主管理基準を設定し環境管理レベルの向上に努めます。

 担当役員を頂点とした組織・運営システムを整備し、
 管理・監査・教育に関わる責任の所在を明確にするとともに常にその内容の向上をはかります。

 地球規模の視野に立った環境負荷低減活動を通じて、また、
 開発された負荷低減技術・システムを積極的に公開し、社会に貢献します。

1.
2.
3.
4.
5.

◆図1　人と地球を考えたものづくり・企業活動とは、

PERFORMANCE
商品の価値

INPUT
資源・エネルギー

OUTPUT
廃棄物・排水

+
=人と地球を考えた

ものづくり・企業活動

PERFORMANCE／商品・サービス、顧客満足度などに代表される企業活動を通して創り出されるものの価値、効果
INPUT／企業活動および、商品・サービスのライフサイクル全般で投入される資源、エネルギーなど
OUTPUT／企業活動および、商品・サービスのライフサイクル全般で排出される廃棄物、排ガス、排水など

価値（PERFORMANCE）を高め、地球への負荷（INPUTとOUTPUT）を減らすことです。

（1997年5月21日制定、2001年1月1日改定）

本ページ記載の内容に関連した情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/management/



　INAXでは、特に「循環型社会」「脱温暖化社会」そして「持続可能な社会」の構築を
重点課題に、さらなるPERFORMANCE／ INPUT＋OUTPUT（図1参照）向上を目
指した4本の取り組みの柱で、第4次環境宣言、第5次環境宣言に取り組んでいます。
※第4次環境宣言の期間を1.5年としているのは、第5次環境宣言よりINAX事業計画である第9次中
期計画と合わせてスタート、推進していくためです

第4次 2003年10月1日～
2005年3月31日  第5次 2005年4月1日～

2008年3月31日  環境宣言
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環境マネジメント
システム

　INAXグループの環境マネジメントシ
ステム（EMS）は、個々の部門／サイトご
とのISO14001／ EIAP（※）のシステム
と、それらを有機的につなぎ、補い、統
制する全社のシステムによって構成され
ています。
　第4次環境宣言では、2005年3月
までに国内外の連結子会社を含むこれ
らINAXグループのEMSを統合した
ISO14001取得を目指します。INAX

グループの全領域で、国際規格に基づ
くPDCAサイクルを一元化して回すこ
とで、今後さらなる成果を創出していき
ます（表2、図3参照）。

※ EIAP：INAX環境アクションプログラムの略。

ISO14001の17要求事項の内、スタッフサポー

ト部門にとって重要なもの10項目を社内向けの

言葉に置き換えたINAXオリジナルのEMS規格。

ISO14001審査登録制度に準じて、社内審査員

による登録審査／定期サーベイランスを実施し

ています。

 2000年度実績 2008年3月目標 2010年度政府目標（参考）

　資源生産性 42万円／ t 57万円／ t 39万円／ t

　循環利用率 11.7% 14%以上 14％以上

　最終処分量 6,141t 3,070t 2000年度比半減

◆表1　政府の2010年度循環指標の前倒し達成について ◆図2　環境マネジメント推進体制

◆図3　INAXグループの環境マネジメントシステム（EMS）

1 環境マネジメントシステムを拡大強化します
1 INAXグループ全体でひとつのISO14001を認証取得します（2005年3月までに）
2 海外事業所の取り組みを国内と共通とします（2005年3月までに）
3 取引先、地域とのパートナーシップ強化を継続します
4 マテリアルフローを管理し、経営管理に活用します
5 環境リスク管理を強化継続します
6 環境コミュニケーションを継続強化します

2 全商品をエコ化、エコサービスを強化します
1 有害化学物質などの最低必須項目を全商品で達成します
2 エコ推奨商品開発をさらに推進し、売上構成比80％にします（2008年3月までに）
3 新しいフラッグシップ商品を開発します
4 サービス事業を強化推進します

3 省エネをさらに推進し、CO₂総排出量を17％削減します（2008年3月までに）
 ※CO₂総排出量とは、INAXグループ（国内外）の直接・間接の総合計
 ※CO₂総排出量の2002年度 INAX実績は1990年比12.6%削減
 ※国内生産工場の直接排出量1990年比35%削減から、さらに毎年1％以上削減

4 天然原料削減と資源循環をさらに進めます
1 政府の2010年度循環指標を3年前倒しで達成します（表1参照）
2 使用済み商品の循環を推進します
3 サービス業型製造業の進化拡大を推進します

 サイト数 認証済み 2003年度認証取得 導入中 

　INAXスタッフ（※1） 7  7 ー ー

　INAX生産部門 14  14 ー ー

　INAX営業部門（※2） 11  11 ー ー

　子会社 14  7 5（※3） ２（※4）

◆表2　環境マネジメントシステムの構築状況

※1 スタッフサポート部門用のINAXオリジナルのEMS規格「EIAP」の認証数、ISO14001を取得済み
の1サイト（本社）を含む　※2 労働安全衛生の国際規格（OHS）とEIAPを合体させた営業部門に関する
INAXオリジナルのマネジメントシステム「EOS」の認証数　※3 蘇州潔具、台湾INAX、高橋伊奈販売、マ
ルニシ、祖父江工業　※4 蘇州伊奈陶瓷、伊奈投資（第3次環境宣言の導入目標対象外）

IN
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X
グ
ル
ー
プ
の
E
M
S

全
社
E
M
S

部
門
ご
と
の
E
M
S

グループ
環境マニュアル

環境基本理念
第4・5次環境宣言
全社共通規定類

部門環境
マニュアル

部門環境
マニュアル

ISO部門
固有手順

EIAP部門固有手順
（営業部門はEOS）

現状のEMS
部門ごとにPlan→Do
→ Check → Act ion
（PDCA）を実施

IN
A
X
グ
ル
ー
プ
の
E
M
S

全
社
E
M
S

部
門
ご
と
の
E
M
S

グループ
環境マニュアル

環境基本理念
第4・5次環境宣言
全社共通規定類

部門環境
マニュアル

ISO部門
固有手順

統合EMS
グループで一元化して
Plan→Do→Check→
Action（PDCA）を実施

Plan

Check

Action Do

Plan

Check

Action Do

INAXグループ環境戦略委員会は、社長を委員長とし、事業本部長
や営業本部長などの経営トップ層で構成しています。

INAXグループ環境戦略委員会

建材技術WG

設備技術WG

住器技術WG

EOS WG

環境監査

環境技術部会

企
業
活
動
の
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
削
減
推
進 スタッフ・サポートWG

商品営業推進部会

営業推進WG

も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
推
進

循環WG

商品開発推進WG

マテリアルフロー管理（維持管理コスト削減） 事業推進（利益貢献・創出）



INAXの環境活動　

環境におよぼす影響と、負荷削減の工夫
「人と地球を考えたものづくり」を進めるにあたって、INAXでは、

まず企業活動によって生じる地球への負荷（INPUTとOUTPUT）を、

商品ごとに、そして工程ごとに、把握します。

そしてそのデータをもとに、「つくる」「つかう」「もどす」の各工程で

環境負荷を減らすためのさまざまな工夫をし、その結果、下記の 3商品をはじめ、

多くの商品でトータルに環境負荷を減らすことに成功しています。

27

設備商品／トイレ

サティスシャワートイレ

INPUT OUTPUT
「つくる」にかかわる
INPUT
窯業原料 18.4kg ／台
PP樹脂 4kg ／台
ABS樹脂 1.3kg ／台
PBT樹脂 0.3kg ／台
POM樹脂 0.1kg ／台
合成ゴム 0.1kg ／台
銅､銅合金 1.6kg ／台
鉄 0.4kg ／台
ステンレス 1.5kg ／台

「つくる」にかかわる
OUTPUT
汚泥
陶磁器くず
廃プラスチック
CO ₂

「つかう」にかかわる
OUTPUT
CO ₂ 
排水 

成形・焼成

焼成前廃材 不良物

再利用

前機種・NSシャワートイレ

サティスシャワートイレ

 924MJ／台 （60kg-CO ₂／台）

 869MJ／台 （56kg-CO ₂／台）
 4,254MJ／台 ・年 （190kg-CO ₂／台 ・年）

 2,098MJ／台 ・年 （94kg-CO ₂／台・年）

つくる つかう

改善点―サイズのコンパクト化により製造効率アップ
改善点―低環境負荷の燃料へ切り替え

改善点―ダイレクトバルブ洗浄方式の開発による節水
改善点―スーパー節電機能による省エネ
改善点―プロガード便器により、清掃時の水・洗剤の使用量を削減

「つかう」にかかわる
INPUT
水 27,010リットル
 （年間使用量 ※1）
電気 188kWh
 （年間使用量 ※2）
洗剤

「つくる」ときの総エネルギー消費6％削減 「つかう」ときの総エネルギー消費51％削減

【算出条件】　4人家族（男性２名・女性２名）

※1  ・大洗浄：4回／日　・小洗浄：8回／日

※2 ・おしり洗浄：4回／日（1回30秒）
・ビデ洗浄：8回／日（1回30秒）
・温風乾燥：12回／日
  （1回30秒、 夏：低　春･秋：中　冬：高）
 ・温水温度調節：夏：中　春･秋：中　冬：中
 ・室温：夏：28℃　春･秋：15℃　冬：5℃
 ・水温：夏：25℃　春･秋：15℃　冬：5℃
・脱臭：常時ONで待機　
・おしり洗浄：1回使用時5分間作動
 ・ビデ洗浄：1回使用時2分間作動　
・節電切タイマーは1日2回使用
 ・便フタは使用時以外は閉じた状態

改善点―便座固定を溶着からビス固定とし、分解性向上
改善点―樹脂部材に材質表記し、廃棄時のリサイクル性向上

　

使用済み製品を「もどす」ときのことを考えて

Recycle
社会資源へ

つくる つかう

もどす



つくる つかう

もどす

つくる つかう

もどす
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住器商品／ユニットバスルーム

i-bath2003

前機種・ビバーチェ

i-bath2003

 7,814MJ／台 （572kg-CO ₂／台）

 4,609MJ／台 （360kg-CO ₂／台）

 21,010MJ／台 ・年（1,100kg-CO₂／台・年）

 20,853MJ／台 ・年（1,090kg-CO₂／台・年）
「つくる」ときの総エネルギー消費41％削減 「つかう」ときの総エネルギー消費0.7％削減

建材商品／
外装壁タイル

ジオクラシコ

INPUT
「つくる」にかかわる
OUTPUT
ＦＲＰ端材　廃プラスチック
鋼板端材 　石膏ボード端材　CO₂

「つかう」にかかわる
OUTPUT
CO ₂ 
排水 
 

Recycle
社会資源へ

廃プラスチック

INPUT
「つくる」にかかわるINPUT
天然窯業原料（7.3kg／㎡）
下水汚泥焼却灰（7.3kg／㎡）
電力、LPG、灯油、水

Recycle
社会資源へ

つくる つかう

ゴム （0.5 kg/台）
鉄、鋼板 （91.5kg/台）
銅、銅合金 （3.5 kg/台）
ステンレス （2kg/台）
アルミニウム （2.8kg/台）
ガラス （4.6 kg/台）
石膏ボード （97.4 kg/台）

「つくる」にかかわるINPUT
FRP樹脂 （70kg/台）
PP樹脂 （5.8kg/台）
ABS樹脂 （3.7kg/台）
HIPS樹脂 （5.5kg/台）
PC樹脂 （0.3 kg/台）
AS樹脂 （0.4kg/台）
PE樹脂 （0.1kg/台）

「つかう」にかかわるINPUT
水 200,604リットル（年間使用量）
電気 59.1kWh（年間使用量）
ガス 438㎥（年間使用量）
洗剤

再生原料を使用しない場合

ジオクラシコ

 328MJ／㎡ （20kg-CO ₂／㎡）

 318MJ／㎡ （19kg-CO ₂／㎡）
「つくる」ときの総エネルギー消費3％削減

つくる

OUTPUT

OUTPUT
「つくる」にかかわる
OUTPUT
汚泥
CO ₂

改善点―再生材（下水汚泥焼却灰）50％を原材料に利用
改善点―低環境負荷の燃料へ切り替え

改善点―節水型水栓金具による節水
改善点―高耐久の壁パネルを採用

改善点―低環境負荷の燃料に切り替え
改善点―樹脂浴槽の肉薄化による軽量化

【算出条件】　4人家族（男性2名・女性2名）
1人20分の入浴を想定し、家族全員が入浴を終えるまでの時
間（120分と設定）追いだきをすると想定

改善点―FRPからリサイクルしやすい
 熱可塑性樹脂へ切り替え
改善点―防水パンの固定脚を、一体成形から
 ビス固定に変更し、分解性向上
改善点―樹脂部材への材質表記

◆主な活動事例

セル生産導入により環境負荷を削減（上野工場）
上野工場では、お客さまのニーズに的確かつ迅速に応えられるように、
「フレッシュライン」という新しい仕組みを導入しました。これは、お客
さまのニーズに細かく対応するために新しくつくられたセル生産方式の
小ラインのこと。環境面でも、大量生産時に生じる原料のロスを減らす
ことはもちろん、たとえば小さい窯を用いて温度コントロールを細かく行
うことでエネルギーの無駄を減らしつつ不良率を下げる、といった成果
につながっています。

詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/management/site/factory/ueno.html

生産資源の流れ（ものづくりのためのINPUT・OUTPUT）　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/management/input_output/manufacture/

上野工場
技術課
佐藤彰洋

お客さまにご満足いただくとともに、環境
負荷を減らすことにもつながっています。

上野工場
TCR推進室
土田高弘



目標の設定と
取り組みの優先順位
　第3次環境宣言では、「環境マネジメ
ントシステムの展開」と、「循環型企業へ
の進化」の二つを柱に、環境に配慮し

た商品・サービスを創出するものづくり
を進めてきました（P.30参照）。続く第4次・
第5次環境宣言では、これまでの課題・
成果を踏まえて、循環型企業への進化
と脱温暖化を先導し、サステナブルカン
パニーを目指した新たな活動を始めて

います。具体的には、「循環型社会」「脱
温暖化社会」の政府目標の3年前倒し
での達成と、環境配慮型商品・サービ
ス事業の拡大により、持続可能な社会
で真の企業市民であり続けることを目指
します。

INAXの環境活動　

第3次環境宣言の目標、そしてその結果
第3次環境宣言では、「環境マネジメントシステムの展開」と「循環型企業への進化」を

大きな目標として掲げ、取り組んできました。

INAX本体の生産部門に続き、国内全生産子会社も廃棄物ゼロを達成し、

生産・物流部門の継続した努力の結果、生産時や輸送時のCO₂削減も高いレベルで維持しています。

またエコ推奨商品も281シリーズに達しました。しかし一方、具体的指標では未達成項目も多く、

目標を再設定すると同時に、第4次環境宣言での確実な達成に向け、活動を開始しています。
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エコ推奨商品開発の
鍵となるLCDシステム
　LCD（ライフサイクルデザイン）システムは、
INAXの環境配慮型商品である「エコ
推奨商品」を開発するための評価システ
ムです。ライフステージごとに「少なくつく
る」「大切につかう」「安全にもどす」など
の評価項目を設け、評価をクリアした商
品はエコ推奨商品として認定しています。

◆主な活動事例

土壌浄化が完了（大谷工場）
　2003年6月に汚染土壌の掘削を開始し、
9月に汚染土壌の適正処理と掘削場所の埋め
戻しを完了。地下水は揚水井戸で汲み上げ、
新設の排水処理施設にて浄化しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/
eco/management/ems/
risk_management/

◆主な活動事例

INAX環境教育プログラムの
展開開始
　2003年2月に社員職層対象共通研修か
らスタートし、約2,000名が履修しました。
その後社員職層対象業務別研修、基幹職
層対象共通研修の企画に着手しています。

詳しい情報はこちら

▲

http://www.inax.co.jp/
eco/communication/
education.html

LCDシステム
・LCD評価（評価基準を18品種別に設定）
・LCAによる環境負荷定量評価

商品企画 試作設計 量産設計 販売

評
価
N
G
の
場
合

評
価
N
G
の
場
合試作評価 量産試作評価

評
価
を
ク
リ
ア
し
た
商
品
を

エ
コ
推
奨
商
品
と
認
定

詳しい情報はこちら　 ▲

http://www.inax.co.jp/eco/technology/products/lcd.html

◆図1　ライフサイクルデザインシステム

◆表1　INAXのエコ推奨商品

商品別エコ推奨商品売上比率

建材（タイルなど） 64.9%

設備（トイレ、水栓金具など） 59.0%

住器（キッチン、バスルームなど）
 67.6%

◆エコ商品事例

エクセリアカラーオーダーシステム「十人十色」
　住宅の外壁に使う外装材「エクセリア」。この「エクセリア」をベースに、お客
さまのご希望の色の商品を提供するカラーオーダーシステム「十人十色」が久
米工場でスタートしました。
　この「十人十色」の導入に際し、小ロットの生産にスピーディーに対応できる
塗料調合システムをつくりました（塗料は、元となる5色の塗料を混ぜ合わせて
色をつくります）。その結果、塗料も少量ずつ使うことになり（仕込み塗料の量は
前年度比45％削減）、塗料の無駄を減らすことができました。「エクセリア」はも
ともと、原料に再生材を使用したり、高耐久性を確保するなど、環境に配慮した
エコ商品ですが、「十人十色」導入により、課題となっていた塗料の無駄も新た
に減らすことができ、より環境負荷の少ない商品へと進化することができました。

十人十色の詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/technology/new_system/junintoiro.html

久米工場　設備課
山本 功

塗装に関する新しい
設備を導入することで、
塗料のINPUT削減に
成果を出すことができました。



30

第3次 2001年1月1日～
2003年9月30日  環境宣言の振り返り

行動項目

本社がISO14001を認証取得、
その他部門がINAX版導入

子会社･関連会社･海外事業所
環境マネジメントシステム導入

仕入先、販売先など取引先との
環境パートナーシップを構築

地域との環境連携を強化

環境リスク管理を強化推進

新しい環境経営指標を開発

成果

・ISO14001本社部門、EIAP（※1）6サイト、EOS（※2）
 12サイト導入し、全部門が改善活動
・INAX環境教育プログラムを社員職層から展開開始→P.29事例参照

・10子会社で導入し、全グループが改善活動
（国内外生産7社ISO14001、販売子会社3社EOS導入）

・仕入先はエコ度の目標85をクリア、さらに環境報告提案、有害化学
物質排除等取引強化

・販売先は特約店の｢業務改善プログラム」に環境軸を付加

・｢エコウィーク」を設定して活動、全国65地区で、1900人以上が参加
・常滑で小学生の環境学習を試験受入

・国内外の全生産事業所の土壌汚染調査完了
 1工場で汚染が判明し、浄化終了→P.29事例参照
・管理規定制定し予防・遵法､事後対応強化。海外生産事業所へ展開

・導入理念を具現化し、業態に適した指標運用に向けシミュレーション
・環境経営指標に必要な資源使用量データの8割がほぼ把握できた

自社評価

○

○

○

○

○

△

※1 EIAP：INAX環境アクションプログラムの略。スタッフサポート部門向けのINAXオリジナルのEMS規格　
※2 EOS：労働安全衛生の国際規格である安全衛生マネジメントシステム（OHS）とEIAPを合体させた営業部門向けINAXオリジナ
ルのマネジメントシステム

循環型企業に進化

　エコ推奨商品は281シリーズとなり、
売上構成比の64％（エコマーク認定72シ

リーズ、グリーン購入法適合は270シリーズに）
に達しました（表1参照）。また、包装レス、
施工時の残材回収などを開始して、｢も
どす｣を実現するビジネスモデルやルー
トづくりの基盤を確立。そのほか健康建材
「エコカラット」、シャワートイレ一体型
便器「サティス」が環境健康配慮商品と
して社会から高い評価を受けました（具
体的指標は表2参照）。

行動項目

エコ推奨商品の売上拡大

 電気総使用量削減

 コピー用紙総購入量削減

 ガソリン総使用量削減

 水取水量削減

 要リサイクル資源発生量削減

 バージン原料の削減

 

 CO₂排出量の削減

 

 梱包材の削減

◆表2　具体的指標

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｐ
Ｕ
Ｔ
の
削
減

窯業系原料

住設系部材原料

生産

物流トラック

パレット購入量

段ボール使用量

2003年9月目標値

売上構成比70％以上

1999年比3％減

1999年比20％減

1999年比10％減

1999年比5％減

1999年比50％減

1999年比20％減

代表品種で10％削減

1990年比36％減維持

1996年比20％減維持

3,500枚/月

1999年比5％減

2003年9月実績

64%

1999年比1.4％増

1999年比19％増

1999年比0.6％増

1999年比3.5％減

1999年比45％減

1999年比16％減

例：人造大理石15％減

1990年比35％減

1996年比37％減

6,502枚/月

1999年比12%減

自社評価

△

×

×

×

△

△

△

○

○

○

×

○

備考

増産・増設による増加分を吸収できず。原単位での管理を強化

目標から大幅に乖離、実情に則した新指標で活動を既に開始

営業車の増加により大幅未達、エコカーの導入等を今後も継続

出荷・保管の小口化と輸入品の増加のため目標との乖離大、適正目標を設定

行動項目

循環を意識した
商品開発システムを強化推進

自社、他社、公共廃材を
積極利用した
新しいものづくりを進める

商品の信頼性や長寿命化を
推進するサ－ビスの提供拡大

寿命商品回収、
再資源化システムを構築

低環境負荷・
高パフォ－マンス商品を開発

成果

・LCD評価を18品種別とし、リサイクル設計評価などを強化
・エコ推奨商品281シリーズ、エコ推奨商品の売上構成比が64%

・窯業系バージン原料16％削減（社外産廃52千t ／年使用）
・浴槽や洗面化粧台の主要原料10％削減
・建材エコマーク商品72シリーズ、
グリーン購入法対応商品206シリーズに

・INAXの子会社であるIMT（INAXメンテナンス）がウェブで24時間
サービス受付、「オールインワン浄水栓」レンタル開始

・節水ESCOパイロット営業開始

・包装レス納品、広域再生利用事業指定によるタイル回収、ユニットバ
スリターナブルコンテナによる残材回収等を検証し「もどす」ルート
つくりに着手

・「エコカラット」がホルムアルデヒド低減建材認定、
　「サティス」がプラズマクラスターイオン機能搭載などさらに進化

自社評価

○

○

○

○

○

環境マネジメントシステムを展開

　環境マネジメントシステムを全グルー
プへ展開。2000年10月より生産部門
の埋立廃棄物ゼロを達成し、継続して
いることに加え、2003年7月より国内
全生産子会社も埋立廃棄物ゼロを達
成しました。社外リサイクル1999年比
45％削減、バージン原料1999年比10

％以上削減、国内生産工程での直接
CO排出量の1990年比35％減を維持
しています。また、環境リスク管理は海
外事業所での土壌汚染調査も終了し、
規制を待たず積極的に対処しました。  



環境経営指標を導入
　納入取引先に環境負荷調査を実施
し、評価指標として用いる資源エネル
ギーの精度を上げた上で、新しい環境
経営指標を2004年4月に運用開始し
ました。今後はこの指標を用いて、環境
経営の状況を評価・判断していきます。

 INAXの環境活動　

環境会計と、次の環境活動へ
 INAXでは燃料や水などの資源使用量や化学物質排出・移動量、環境に関わる費用など、

さまざまな視点から環境への負荷や効果を評価し、次の環境活動へといかしています。

資源のインプット・アウトプットである物量効果については、INAX本体の生産部門から徐々に拡大し、

2003年度集計では、海外を含む全子会社のデータが把握、集計可能になりました。

2004年4月から、企業活動における地球環境への負荷を総合的にとらえる環境経営指標の運用を始めます。

今後は、企業活動として、全体最適な動きができているかを、経営的観点からも判断し、より良い環境経営へと反映させていきます。

　2003年度の国内21生産事業所で
取り扱うPRTR法対象物質について
下表に取扱、排出、移動量を示します。
下表は5物質のみの速報となっていま

環境会計（マテリアルバランス）
　INAX単独での2003年度（2003年4

月1日～2004年3月31日）の環境費用は13

億60百万円（前年差7百万円増）で、その
内、環境投資が1億49百万円（前年差
41百万円減）、維持費用11億27百万円（前
年差22百万円減）、環境損失は84百万円
（前年差70百万円増）でした。
　環境損失が増えた要因は、大谷工場
での土壌汚染浄化措置費用によるもの
です。
　金額効果は、7億10百万円で前年
差22百万円減でした。
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環境経営指標     ＝

電気、水、ガソリン、窯業原料、金属原料、
部材用鋼材、木・ボード、等の資源消費を指数化

売上高

指数
資源消費

すが、全対象物質の集計結果が出次
第、INAXホームページに追加掲載し
ます。

◆図1　電気の使用量 ◆図2　ガソリンの使用量 ◆図3　水の使用量 ◆図4　コピー用紙の使用量

スタッフ部門の増加分を営業部門(全体の
67%)の削減分がカバーし、昨年までの集計
範囲では前年比1%減と、増加傾向から初め
て減少傾向に移りました。

海外生産子会社の増加分を他の部門の削減
分がカバーし、昨年までの集計範囲では前年
比3%減となりました。

昨年までの集計範囲では、生産部門とスタッ
フの削減分を営業部門と子会社の増加が上回
り、前年比3%増となりました。

昨年までの集計範囲では海外生産子会社の
増加分を生産部門の削減分でカバーし、前年
比1%増に留まりました。なお、このグラフは
買電分と自家発電分の合計です。

政令
番号

26

69

177

227

283

総計

取扱量（t）

 354.00（4%減）

 2.84（26%減）

 2628.93（10%増）

 24.39（2%増）

 16.20（4%増）

 
 3026.35 （8%増）

化学物質名

石綿

六価クロム化合物

スチレン

トルエン

フッ化水素および
その水溶性塩

大気

-

-

 151.16（2%増）

 8.62（1%増）

 14.94（2%増）

 
 174.72（2%増）

水域

-

-

-

-

 1.15（32%増）

 
 1.15（32%増）

土壌

-

-

-

-

-

0

移動量（t）

 5.95（50%増）

 1.30（47%減）

 25.65（2%増）

 1.12 （642%増）

 0.00（16%増）

 34.02（7%増）

排出量（t）

環境汚染物質排出・移動量（PRTR対象物質、5物質のみの速報）

28,000

24,000

20,000

16,000

12,000

8,000

4,000

         0
2000 2001 2002 2003

（万kWh）

2,800

2,400

2,000

1,600

1,200

800

400

         0
2000 2001 2002 2003

（キロリットル）

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
2000 2001 2002 2003

（千㎥）

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

         0
2000 2001 2002 2003

（千枚）

詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/management/ems/

取扱量と（大気排出量+水域排出量+土壌排出量+移動量）の差は、PRTR物質が1.事業所内で対象外の物質に変化した量、2.製
品に含まれる量、および3.事業所内でリサイクルされる量です。移動量とは、廃棄物に含まれて事業所外に移動した量です。
※取扱量が全生産事業所合計で0.5t以上の集計結果

（　）内は前年比

（年） （年） （年） （年）



◆図5　一般廃棄物の排出量

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

         0

区分

環境損失

環境費用合計

内容

公害防止設備の新規投資
環境負担の監視・測定機器の購入・設置費用
省エネルギー・省資源（不良率改善等）対策費用
廃棄物の処理・処分・リサイクルに関する設備投資費用
環境に関する研究・開発費用
敷地内緑化費用（固定資産計上）

公害防止設備の維持管理費用（含む人件費)
ISO14001認証取得・維持費用、環境対策組織の人件費、
環境負担の監視・測定費用
廃棄物の処理・処分・リサイクルに関する費用
産業廃棄物の処理・処分費用（含む運賃）
敷地内緑化・工場内外の清掃費用
汚染負荷量賦課金等

汚染浄化措置費用、賠償金等
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種類 2002年度 2003年度 前年度比

窯業原料（t）※1  273,920 249,061 9％減

樹脂原料（t）※1 27,128 28,731 6％増

金属（t）※1 5,808 6,229 7％増

木材（枚）※1 128,001 161,849 26％増

パレット購入量（枚）※1 73,488 98,219 34％増

段ボール使用量（t）※1 13,200 12,968 2％減

コピー用紙（千枚） 52,523 54,248 3％増

電気（千kWh） 211,281 199,359 6％減

LPG（t） 23,925 28,010 17％増

LNG（千㎥） 16,110 13,350 17％減

灯油（キロリットル） 16,540 16,063 3％減

◆表1　物量効果（マテリアルバランス）・INPUT

2002年度は子会社15社（P.39掲載子会社20社の内、高橋伊奈販売、祖父江工業、マルニシ、プラムサイト、ダイナワンを除く）、2003年度は20社（P.39参照）含む　
より詳しいデータはこちら　 ▼ http://www.inax.co.jp/eco/management/input_output/balance.html　　
輸送トラックのCO ₂排出量の削減推移の情報はこちら　 ▼ http://www.inax.co.jp/eco/management/site/logistic.html

※1 海外生産子会社のデータは含みません　※2 循環量把握工場：伊賀、榎戸、九州INAX鹿島工場、上野、常滑東、大谷、土浦、常滑東工場東浦製造課、東濃INAX明智工場、アー
ストン、日本陶業、VINAX　※3 水循環率=水循環量÷取水量　※4 排水量が把握できていない事業所分は、取水量をカウント　※5 直接焼却及び埋立処分のみの量

主
要
原
料

副
資
材

エ
ネ
ル
ギ
ー

重油（キロリットル） 1,849 6,615 258％増

ガソリン（キロリットル） 2,052 2,317 13％増

軽油（キロリットル） 1,502 2,416 61％増

取水量（千㎥） 1,327 1,373 3％増

水循環量（千㎥）※2 602 563 7％減

水循環率（%）※3 45.4 41.0 -

エ
ネ
ル
ギ
ー

水

◆表2　物量効果（マテリアルバランス）・OUTPUT

種類  2002年度 2003年度 前年度比

排水量（千㎥）※4 1,138 1,240 9％増

一般廃棄物（t）※5 811 886 9％増

産業廃棄物（t）※5 6,347 8,474 34％増

炭素（燃料使用量換算 t-C） 63,199 67,863 7％増

◆表3　環境費用

項目

公害防止費用
環境マネジメント関連費用
省エネルギー・省資源等の費用
産業廃棄物処理・リサイクル費用
研究・開発費用
社会的取組費用
合計

公害防止費用
環境マネジメント関連費用

産業廃棄物処理・リサイクル費
　産業廃棄物処理・処分費用
社会的取組費用
その他環境関連費用
合計

-16
-1
-31
-9
14
2

-41

-21
-24

3
10
20
0

-22

70

7

環
境
投
資

維
持
費
用

環境投資：R&D等で環境負荷軽減への積極的貢献目的で支出され、その効果が当期のみならず、将来に及ぶものと判断した支出
維持費用：環境投資以外の支出、廃棄物処理費用などの日常的な支出で、その効果が当期のみにとどまるもの
環境損失：汚染浄化措置費用、賠償金等のペナルティー的意味の支出　
環境省環境会計ガイドラインに対応した集計表はこちら　 ▼ http://www.inax.co.jp/eco/management/input_output/account.html

項目

リサイクル活動

省エネルギー活動※

合計

内容

廃棄物のリサイクルによる費用削減額、有価物の売却額

電力、油、ガス使用量削減に伴う費用削減額

◆表4　金額効果

2003年実績

444

266

710

前年差

-98

76

-22

2002年実績

542

190

732

※効果算出は単価変動分を補正しています

◆図7　炭素排出量（燃料使用量換算）

2000 2001 2002 2003

（t-c）

スタッフ、生産、営業、国内子会社では削減
が進みましたが、海外生産子会社の増加分
(41%増)がそれを上回り、昨年までの集計範
囲で前年比5%増となりました。

スタッフ、生産、営業、国内子会社では削
減が進みましたが、海外生産子会社の増加
(82%増)により、昨年までの集計範囲で前年
比19%増となりました。

海外生産子会社の増加(45%増)により、昨年
までの集計範囲で前年比8%増となりました。

※2002年度分より国内子会社3社、海外子会
社4社のデータが追加されています
※2003年度分よりさらに国内子会社3社、海
外子会社1社が追加されています

海外子会社

国内子会社

営業部門

生産部門

スタッフ部門

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

         0

◆図6　産業廃棄物の排出量
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図1～7の関連情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/
management/input_output/

　（対象範囲：INAX単体の全部門、単位：百万円）

（年） （年） （年）

2002年実績

45
3

112
11
15
5

190

248
361

444
70
95
2

1,149

14

1,353

30
1
80
2
29
6

149

227
337

446
80
115
2

1,127

84

1,360

2003年実績 前年差

（対象範囲：INAX単体の全部門、単位：百万円）

6社

10社

ダイナワン含む

INAX単独分

INAX総合サービス、
INAXビルサービス、
プラムサイトを含む



3 For Precious Life 

for our employees

生活舞台としてのINAX
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 INAXの遺伝子を受け継ぎ、
目指す姿を実現していきます。

 I NAXは、企業市民であることを大切にしている会

社です。企業市民という概念の基本には、「企業

であろうが、個人であろうが、市民としての責任は

同じ」という考え方があります。市民としてやるべきことは、

企業としてもやるのが当然で、そうでなければ世の中には

受け入れてもらえません。

　私たちは「クリーン」であることをINAXの遺伝子に刻み

続け、そのことを関係者の方々にもご理解いただこうと努め

ています。かつて、地域の有識者から大手企業の不祥事

を引き合いに「INAXは大丈夫ですか」という問いかけを受

けたことがあります。これに対して「うちはINAXですから」

とお答えしたところ、相手の方も「そうですね、INAXさん

でしたね」と納得されたことがありました。INAXの企業理

念には「INAXは私たちが仕事を通して社会に貢献し、生き

がいを見い出す生活舞台です」と定められています。仕事

を通して社会に貢献する以上、倫理に反する仕事があっ

てはならないのです。

　INAXは、社員一人ひとりが主役となって働き、会社を

活用して成長する「生活舞台」でもあります。さまざまな価

値観を持った社員が、それぞれの演じ方で結果を出すた

めには、時代の価値観の変化に合わせて、舞台装置とし

ての「仕掛けやしくみ」を改善し続ける必要があります。

　私たちは、INAXブランドが目指す姿を全員で共有し、

それを正しい行動によって実現できるよう、遺伝子を受け

継いでいきます。やると決めたら、まじめに、しっかり、確実

にやるのも、INAXの遺伝子です。

取締役
専務執行役員　
経営管理本部長

西村正一



働き方のスタイルを
変えていこう。
社員、労働組合、
会社がひとつになって
働きやすい仕組みを
つくっています。
　会社をつくっているのは「人」です。一人ひとりの

社員が最大の能力を発揮し、INAXブランドの価

値を向上させていくには、「働きやすい仕組みづくり」

は重要な事業戦略のひとつといえます。

　現在、日本では少子高齢化が進み、将来世代

の漸減という社会問題につながっています。また、

社会は常に変化し、家族観や就労意識など人々の

価値観も一様ではありません。INAXは、「働きや

すい仕組みづくり」の一環として、1990年に「育児

休業制度」、1992年「介護休業制度」、1993年

には「育児短時間勤務制度」を制定し、現在多く

の社員が利用しています。

　法規制への対応はもちろん、社員の生活背景を

踏まえた就労のあり方を検討していくことは、企業

の大切な社会的役割です。INAXでは、社員、労

働組合、会社が、それぞれの立場で考え、話し合

い、働きやすい制度づくり、より有意義な人材活用

に向け、改革を続けています。

生活舞台としてのINAX

年齢3区分別人口の推移：中位推計
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実績値 推計値

生産年齢人口
（15～64歳）

年少人口
（0～14歳） 老年人口

（65歳以上）

後期老年人口
（75歳以上）

注：破線は前回中位

出所：国立社会保障・人口問題研究所（千人）

（年）

出生数や年少人口減少にともない、生産年齢人口も1995年をピークに減
少過程に。一方老年（65歳以上）人口は急速な増加が予想される。



　1992年、仕事と育児を両立させるために、フ

レックス勤務をしている女性社員がいました。当

時、産後休暇終了の翌日から1年以内、本人が

申告した期間は休業できる「育児休業制度」は

ありましたが、これが終了すると、ご両親が近所

にいてサポートしてくれるような環境にない社員

は、実際には仕事に戻ることは難しい状況だっ

たのです。また、時代とともに、出産後も仕事を

続ける女性社員が増えてきたため、会社として

制度を設けた方が良いということになり、「育児

短時間勤務制度」が制定されました。

経営管理部 
人事部 人事労務グループ　
課長
遠西謙司
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育児支援のための制度は、
どのように制定された？

会的な風土や人事評価面など、まだまだ解決す

べき課題が多いからかもしれません。

　少子化が進む現在、育児支援は社会的にも必

要なことで、より制度の充実を図っていくべきであ

ると思います。そして制度を十分に活用できる土

壌をつくっていくことが課題ではないでしょうか。

　家族や友人の話と比べると、育児支援に関す

る制度について、INAXは恵まれているという印

象を持っています。

　育児短時間勤務制度の利用者は、保育園の

送迎時間などに合わせて、他の社員より遅く来

て、早く帰るわけですから、同僚としては、カバー

しなければならないことは事実です。だからこそ、

利用者自身が周囲に対する理解を求められるよ

うに行動することも大切で

す。また、男性の取得がま

れであるということは、社

「育児短時間勤務制度」を利用している
社員の同僚は、どう考えている？

りの中で吸収することは非常に大きく、入園させて

良かった」と考えている親が多いことも事実です。

　アドバイザーなどの女性社員が多く勤務して

いる新宿ショールームL21では、出産・育児支

援制度を利用するにあたっての心構えや、知って

おくべき情報、よくある悩みごとなどをまとめた「産

休・育児休業マニュアル」を作成し、イントラネッ

トで閲覧できるようにしています。子供を抱えて働

く現実には、覚悟も必要です。しかし、働き方その

ものを「見つめ、考える機会」は、仕事を続けてい

く上できっと役に立つと思います。

　妊娠中は、自分の意志や努力だけでは解決で

きない問題がたくさんあります。職場の同僚には

妊娠中、育児休業中、復職後の育児短時間勤

務中など、さまざまなことをカバーしてもらわなくて

はなりません。「皆さんに助けられている」という自

覚を持って周囲に配慮し、感謝の気持ちと仕事

への責任感を「姿勢」で表すことが大切です。

　また出産後復職する道を選択しても、ご両親

や周りの人からいろいろなことを言われるかもしれ

ません。やれ「子供がかわいそう」とか、「預けて大

丈夫なの？」とか。または言われなくても、自分で「な

んてダメな親なんだろう」と罪悪感を持ってしまっ

たり。でも、「子供が共同生活、親以外とのかかわ

スムーズに制度を運用するためにどのような活動をしている？

営業本部 営業統括部 　営業情報企画室 　
ホームページ企画課
大脇一浩

■2003年度育児休業復職者
44名

■1990年からの育児休業利用者
延べ435名
復職者　延べ388名（復職率89％）
平均取得日数　306日／人

■2003年度育児短時間勤務制度利用者
38名（すべて女性）
平均利用時間　1.6時間／人・日

INAXの状況

新宿ショールームL21　（産休・育児休業マニュアル作成者）
北村夏生子

社員として、
そして社会人として、
やりがいのある毎日を
送るために。

•15歳未満の年少人口
　2003年 約1,796万人（全人口の約14.1%）
　2050年予想 約1,084万人（同約10.8%）

•15歳以上の就業人口に占める女性比率
　2001年 40％以上

•保育施設の入所待機児童数
　2001年 20,749名
　2003年 26,383名

日本国内の状況
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制度の見直しを検討します。」という会社回答

で、制度そのものの改善には至りませんでした

が、会社として「働き方」「女性の活用のあり方」

と「子育て支援」に対する意識が少しずつ変化

してきているという手応えを感じています。

　また、育児に関する総合的なホームページを

イントラネットで立ち上げるなど、側面的なフォ

ローも行っていく予定です。

　INAX労働組合では、気軽に相談できるオー

プンな組合を目指し、組合員からの「共感」を得

ることを重視した活動を展開しています。イント

ラネットを使ってアンケートや情報収集を行い、

組合員の潜在的な声を掘り起こし、重点課題を

抽出しています。

　2003年度は、「育児短時間勤務規定の改

善」に関する要望が多く、2002年度に引き続き、

会社との交渉を行いました。結果は、「現状通り

とします。但し、現在の育休・時短制度が最終

のものでないことは認識しており、将来的には

労働組合は、どういうことをしている？

ですが、託児所の開設なども将来的には検討す

べきでしょう。

　現在 INAXでは、ショールームの拡充に力を

入れています。お客さまに魅力ある生活提案をす

るには、豊富な生活経験の裏付けが必要です。

出産や育児経験者に職場復帰してもらうことは、

お客さまへの適切な生活提案を通じて、INAX

のブランド価値を向上させていくためにも重要な

のです。

　INAX新宿ショールームL21には、アドバイ

ザーとして70名以上の女性社員が勤務してお

り、育児支援という意味では恵まれた環境だとい

えます。現在2名が「育児休業制度」、4名が「育

児短時間勤務制度」を利用していますが、総人

数が多いため、やりくりがしやすいのです。だから

こそ、トップランナーとしてINAX全体を牽引して

いく必要があると考えています。当面の課題は、

3年間と定められている育児短時間勤務の延長

上司としての育児支援に対する考え方は？

　アドバイザーになるには、最低でも1年の研

修期間が必要です。「育児短時間勤務制度」を

利用するのはベテランアドバイザーが多く、また、

職場復帰しようと考える人は、INAXの仕事に

やりがいを感じている人が多いことも事実です。

INAXのことを熟知し、お客さまに自信を持って

INAX商品をお薦めできる人は、INAXの財産

です。ショールームの拡充を図っている今こそ、

財産を大事に育て、活用すべきだと考えます。

INAX労働組合　
中央執行委員長　
五味達彦

新宿ショールームL21　
館長　
辻登美雄

新宿ショールームL21　
フロアマネージャー　
清川智子

INAX労働組合　
中央執行副委員長　
奥田海太

社員として、
そして社会人として、
やりがいのある毎日を
送るために。

　仕事と家庭のバランスのとり方も大事
ですが、片方だけうまくいくということは、
経験上、あまりないですね。仕事が充
実していると子育てにも自信が持て、生
活全体に良い緊張感がありますし、仕
事に疑問や迷いがある時は、子供に対
してもゆとりがなくなるように感じます。

　男性が普通に家事・育児をし、周囲
がそれを当たり前のこととして受け止め
るようにならないと、本当の意味で、会
社も社会も変わっていかないのでは？と
思っています。

育児短時間勤務制度（※）の
利用者・経験者の声

※育児短時間勤務制度は、保育園への送り
迎えなど、3歳未満の子供を持つ社員を支
援するために、1日最大2時間までの就業
時間短縮を認める制度です。



■正社員女性　■正社員男性　　　平均年齢女性　　　平均年齢男性

社員数と社員構成

生活舞台としてのINAX

仕事を通して社会に貢献し、生きがいを見い出す
企業倫理に則り、楽しく、活力ある職場＝「生活舞台」で、いきいきと活動するために、

・就業制度、休暇制度をはじめ、人事制度を整備し

・社員一人ひとりの安全な生活、健康維持のための健康管理・安全衛生に取り組み

・労使は、より良い就労基準や生活環境を維持するため、お互いの対話を通してあり方を探究し

・地域社会の一員として、地域環境への配慮、ボランティア活動を実施しています

INAXが、社会に認められる存在であり続けるためにも、私たち社員自身が幸せでありたいと考えます。

■INAX稼働人数（平均年齢）

　正社員 男性 3,767名 （40.4歳）
　正社員 女性 1,635名 （33.6歳）
　正社員計 5,402名 （38.4歳）
　嘱託・パート等 87名 （47.9歳）
　派遣社員 549名
　協力会社請負社員 1,894名
　稼働人数合計 7,932名

就業時間
■年間所定労働時間　 1,891時間／人・年

■年間総実労働時間

　 2023.8時間／人・年（対前年＋23時間）

■月平均残業時間 
 18.7時間／人・月（残業取得対象者数3,400名）

休業休職制度
■有給休暇取得状況 　8.2日／人・年

■育児休業制度利用者 44名

■育児短時間勤務制度利用者 38名

■介護休業制度利用者 3名

人材育成・教育支援
　職能資格制度に則り、役割・能力に
応じた機会均等を方針としています。
具体的には、❶経営戦略に基づく教育
としてビジネスリーダー早期育成シス
テム、階層別教育、❷部門戦略に基づ
く教育として機能別・部門別専門教
育、❸自立型人材育成としてキャリアプ
ラン研修、個人別選択教育（選択研修、
通信教育、eラーニング）などがあります。
　2003年度の集合研修受講者は延
べ1,699名（受講率30.5％）、通信教育受
講者は延べ1,000名です。新たに環境
教育をeラーニングで実施（受講者4,648

名）、またコンプライアンスの観点から、
初級管理者労務管理講座も開始しま
した。労使の対話の場として、本人と
上司がキャリアビジョンを共有化する
対話制度も設けています。

◆表2　職層別社員構成

●経営職層：部門長クラス 1%
●上級職層（管理職）：非組合員 13%
●G群（総合職） 29%
全国区で総合的あるいは専門的役割を担う
●T群 29%
製造部門を中心に経験領域で中心的役割を担う
●R群 28%
地域限定で一般事務・技能の役割を担う

◆表3　勤務形態

●フレックス勤務 10.9%
●育児短時間勤務 0.7%
●裁量労働勤務 0.2%
●通常勤務 88.2%

行動指針
　社会正義を重んじ、グループ行動指
針に則って、企業市民として責任ある
行動をとることを社内徹底しています。

■INAXトステムグループ行動指針

コンプライアンスの徹底と、健全でかつ倫理的な

態度と行動の浸透を目的として、グループ構成

員全てが遵守すべき具体的な行動指針（Guide 

Line）を規定することにより、グループの事業活動

に対する社会の信頼を維持向上させます。
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◆表1　社員数と平均年齢推移
社員数（人）
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■国内連結対象子会社稼動人数
　12社合計 2,971名（内正社員1,647名）

　INAXグループ国内稼動人数合計
 10,903名（内正社員7,049名）

※海外の状況はP.41参照

■INAXの社員構成

　役員 22名
　経営層 53名
　組合員 4,702名  （出向者含む）
　障害者雇用率 2.0％  （実人数76名）

■介護短時間勤務制度利用者 0名

■ボランティア休暇取得者 8名

詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/company/compliance/

（年）



労働安全衛生
　日常的に朝礼などを利用して小集団
活動による危険予知トレーニング（KYT）
やヒヤリハット・キガカリの洗い出し、対
策などを検討し災害防止に努めています。
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■労働災害発生状況（子会社含む）

　休業災害　　対前年比 －4件
　　内交通事故による休業災害 －1件
　不休災害　　対前年比 －1件

2003年は、営業部門が前年比＋4件と前例のない
大幅増でした。過去の類似災害および、災害発生場
所での経験年数１年未満の被災者が多いことから、
KYT活動の中での再発防止の徹底と、フォロー教
育を充実していきます。

健康管理
　全国5拠点の健康管理室に産業医・
保健師が配置され、定期健康診断結
果に基づいた保健指導や健康管理情
報の提供を行っています。

■定期健康診断受診・疾病状況

　2002年度定期健康診断受診者 

　5,821名（受診率97.5％）

対象者：パート・嘱託含む全社員。但し産休・育休・
長欠など長期休暇取得者を除く。

別途、粉じん、有機溶剤、鉛、特定化学物質など特
殊健康診断を各工場で実施。

■休業者の支援

30日以上の休業者に対して、産業医による復職

健診を実施し、スムーズに復帰できるよう支援し

ています。復帰後も経過観察として面談を実施。

■健康情報の提供　

安全衛生かわら版発行：12回／年

社内報あいえす「こころの通信」掲載：4回／年

組合報とうこう掲載：随時

労働組合活動
■2004年度58年次活動方針　

MAKE A HAPPY CIRCLE　
「幸福の循環」を創ろう

「幸福の循環」（労働生産性の向上→利益拡大→

処遇改善→労働生産性の向上…）の阻害要因を

排除し、循環を加速させる活動を目指していま

す。特に「時間管理」「メンタルヘルス」「男女共

同参画社会への対応」を活動の中心に据え、組

合員とのコミュニケーションを深め活性化を図っ

ています。

■2003年度諸要求と回答（一部）

❶適正時間管理に向けた労使による委員会設置

会社回答：中央労使協議会委員による「労使による
労働時間の適正管理推進委員会」を設置し月次開催
します。

❷「リフレッシュ旅行休暇制度」
　「永年勤続者表彰規定」範囲の拡大

会社回答：現状通りとします。しかし、有給休暇取
得率からみると記念日休暇などの取得が十分でな
いとの指摘があり、前述の「労働時間適正管理委員
会」の中で有給休暇取得についても検討していき
ます。

※育児短時間勤務規定の改善要求は、P.36参照

■上記の他「働く活力」を支援する

　取り組みを進めています

　メンタルヘルス活動を充実

　アンケートによる組合員の意見を集め協議交渉に活用

　他労組との意見交換を実施

■職場環境改善

職場分煙：受動喫煙による非喫煙者の健康影

響防止を目的とする職場分煙基準を2003年5

月に改訂しました。粉じん作業環境測定結果は

対象20事業所すべてで第1管理区分を達成。

■社員の禁煙活動支援

社員の禁煙を支援する「第1回禁煙コンテスト」

を2003年2月から、第2回を2004年3月から実

施しました。第1回は66名参加し、3カ月後の

達成率は56.1%でした。第2回参加者は58名、

4月1日現在の禁煙継続率は53.4%です。禁煙

ガイドブックを配布すると共に、第1回実施後の

アンケート結果を参考に、希望者に手紙やメー

ルでのフォローを行っています。

■こころの相談窓口

外部機関のカウンセラーによる電話相談、メール

相談を、INAXおよび関連会社社員とその家族

を対象に実施。健康管理室では、プライバシー

保護のため、個人を特定できる情報を除いた相

談件数と全体傾向の報告を受けます。また定期

的に社内の動きを外部相談機関に伝えると共に、

外部相談機関発行の「こころの通信」を月次配信。

対象や受付時間の拡大により、相談件数は増加

し、ニーズに対応できたと考えています。相談傾

向を把握し、職場環境改善に活用しています。

■その他

随時健康相談、定期的に健康教育などを実施。

◆表4　労働災害件数推移

1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
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80

60

40

20

0

生産部門 間接部門 営業部門

※データ期間：1月1日～12月31日　
※データ範囲：INAX本体および、子会社・協力会社含む
※1997年を100とした不休災害を含む推移

営業部門

常滑地区エコウィーク清掃活動参加

◆表5　2003年度57年次　各支部の組合支援ボランティア活動

知多支部

連合地協常滑市クリーン作戦（地域清掃）

特別養護愛厚ホーム東郷苑清掃

厚生事業団5施設義援金（239,107円）

美浜町授産施設せるぷあぜーりあ祭支援（バザー 79,053円）

上野支部

ユニオンフェスティバルバザー参加

工場別に「地域ゴミ拾い活動」

　2003年6月22日夏至20:00、各都市でネオンが消え
たとき、銀座ショールームの広告塔も灯りを落としまし
た。地域の呼びかけに応じての参加でしたが、2004年
6月も参加します。

銀座ショールーム 
100万人のキャンドルナイトに参加

100万人のキャンドルナイトの
ホームページはこちら　

▲

http://www.candle-night.org/

（年）

（%）

※P37～38の数値は、2003年4月1日～2004年3月31日の値です。社員数は、2004年3月31日現在の人数です。



□社名 株式会社 INAX

□英文社名 INAX Corporation

□創業 1924年（大正13年）年2月1日

□本社所在地 愛知県常滑市鯉江本町5丁目1番地

□役員構成 代表取締役 社長執行役員 杉野正博

 代表取締役 副社長執行役員 笛木嘉吉

 取締役 浅井克彦　 西村正一　 長坂泰郎　　

  熊澤雅雄　 川本隆一　 岩橋保明　 石原俊一

　  多田　章　 加藤和久　 山口　進

　  神谷宣夫　 有代　匡　 幸村訓良

 取締役 株式会社 INAXトステム・ホールディングス 

  取締役社長　　水谷千加古

  株式会社 INAXトステム・ホールディングス 

  取締役副会長　飛田英一

 常勤監査役 伊藤　勲　川村吉輝

 監査役 清水泰介

 名誉会長 伊奈輝三

□資本金 485億円

□従業員数 10,903名（内正社員7,049名、2004年3月31日現在、国内子会社12社含む）

□事業領域 タイル・建材、住宅設備機器、事業開発

□主な事業所 常滑本社

 愛知県常滑市鯉江本町5丁目1番地

 東京本部

 東京都新宿区西新宿6丁目5番1号 新宿アイランドタワー 14階

 ショールーム

 札幌、青森、仙台、郡山、新潟、富山、金沢、福井、水戸、宇都宮、高崎、

 さいたま、川越、千葉、新宿L21、銀座、立川、横浜、藤沢、甲府、長野、

 松本、静岡、浜松、岡崎、名古屋、岐阜、津、京都、大阪、箕面、神戸、

 姫路、岡山、広島、山口、徳島、高松、松山、高知、福岡、熊本、大分、

 宮崎、鹿児島

□子会社 国内連結 株式会社 INAXエンジニアリング　

  株式会社 INAXメンテナンス

  株式会社九州 INAX 株式会社 INAX総合サービス

  株式会社東濃 INAX 日本陶業株式会社

  高橋伊奈販売株式会社 株式会社アーストン

  祖父江工業株式会社 株式会社マルニシ

  伊奈精機株式会社 株式会社 INAXビルサービス

 国内非連結 株式会社プラムサイト　 株式会社ダイナワン

 海外 6社　（詳細はP.41参照）

□主要関連会社 国内 8社　

 海外 4社

会社概要 （2004年6月30日現在）
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http://www.inax.co.jp/company/

組織図（抜粋）

INAXトステム・ホールディングス
　2001年10月、株式会社INAXとトステム株式

会社は経営統合し、純粋持株会社INAXトステム・

ホールディングスによるグループ経営体制をスター

トさせ、INAXはトステムと共にグループ傘下の中

核事業会社となりました。INAXトステムグループ

は、高品質な住宅を建てるために必要なあらゆる住

宅建材・設備とノウハウを総合的に提供する「トータ

ルハウジング」という独自のビジネスモデル構築を

目指しています。

　グループ全体では、住宅建材・設備の製造・販

売、ビル建築資材の製造・販売・施工、さらにホー

ムセンター事業、工務店・リフォーム店・不動産の

フランチャイズチェーン事業、専門店ネットワークな

ど、幅広く事業展開しています。

　持株会社INAXトステム・ホールディングスは、

2004年10月1日よりグループ事業の領域を示す

「株式会社住生活グループ」に社名を変更します。

ITHDグループの事業概要

▲

http://www.ithd.co.jp/profile/default.htm

危機管理委員会

取締役会

社長

監査役会

監査役

監査室

TCR推進室

環境戦略部

経営企画部

経営管理本部

人事・総務部

企業広報室

経理・財務部

情報システム部

商品教育センター

国際事業推進部

技術研究所

事業本部

マーケティング部

設備事業部

タイル建材事業部

アクア事業部

住器事業部

中国事業部

商品開発室

生産部／工場
知多、榎戸、半田、
尾道、青山

商品開発室

生産部／工場
上野、土浦、常滑東、伊賀、

久米、協力工場部

商品開発室

商品開発室

生産部／工場
上野緑、筑波、江別、

大谷

営業本部

お客さま相談センター

CS推進統括部

購買センター

品質保証統括部

研究開発センター

物流部

文化推進部

広告宣伝部

統括支社
首都圏、関東、中部、関西

支社
北海道、東北、東京、西東京、
横浜、東関東、埼玉、長野、
名古屋、静岡、北陸、大阪、
神戸、京都、中国、四国、九州

NC営業部

ハウジングカスタマー
営業部

（非常勤）

経営会議

営業統括部

営業部

市場開発部

営業管理部

サービス事業推進部

プロジェクト統括部

法務部

知的財産室
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◆表1　売上高（連結）の推移

1999

（億円）
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　日本経済が緩やかな回復基調にある中、新設住宅着工戸

数も4年ぶりに前年度を上回るなど、事業を取り巻く需要環境

は堅調に推移しました。このような環境の中で、従来からの新

築需要に依存する事業構造から脱却し、ストック需要を中心と

して新たな需要創造・需要開拓型の事業体質への変革に注

力してきました。また、海外からの輸入品や他社との厳しい価

格競争が続く中で、生産の最適化や効率化を一層推し進め、

コスト競争力を高めるとともに、付加価値の高い商品の開発な

どにより、商品力の強化に取り組みました。

　建材事業では、健康建材「エコカラット」や新発想の内装タ

イルの「インテリアモザイク」、住宅外壁「はるかべくん」などの、

社会の新たなニーズやお客さまの満足にマッチした商品の開

発や販売を進めました。また、新たな需要の創造や、新たな価

値の提案の一環として、タイルを使った新しいバス洗面空間

を提案する商品の開発にも積極的に取り組んでいます。

　住設機器事業では、新しいコンセプトによるタンクレストイ

レ「satis（サティス）」が市場から好評を持って受け入れられ、
大きく売上を伸ばしました。またトイレを空間全体で提案する

商品である「リラステージPita」や、「サティスリトイレ」などのリ

フォーム向けの商品の充実や、既存商品の機能の追加や性

能の向上などを行い、順調に業績を拡大させました。さらに、

トステム株式会社と共同での商品の企画・開発・生産・販売

を進め、ユニットバスルームでは、共同開発商品としては、第

一弾となる「e-bathBX」を新たに発売し、販売は順調に推移し

ました。システムキッチンについても、リビングキッチンという新

しいコンセプトの商品を発売し、市場から好評を博し、出荷を

伸ばしました。

　今後は、さらにマーケティング機能を強化し、お客さま志向・

生活者視点に基づいた商品開発を推進するとともに、お客さま

に満足を提供するための大前提である商品・サービスの品質

の向上にも取り組み、新たな「需要の創造」「価値の提案」「市

場の開拓」「満足・サービスの提供」を通して、INAXブランド

の社会や市場での価値の向上を目指した事業の展開に取り

組んでいきます。

2003年度業績概況（2004年3月期）

◆表2　利益（連結）の推移

※2001、2000、1999年数値は、
　前年10月21日から当年10月20日までの1年間
※2002年数値は、2001年10月21日から
　2002年3月31日までの5.33カ月間
※2003年数値は、2002年4月1日から2003年3月31日までの1年間
※2004年数値より、建材・住設機器などの区分けはせず、
　全体の売上高で表示

2000 2001 2002 2003 2004

2,454 2,568 2,671

1,207

2,635 2,765

■建材　■住設機器　■その他　■総合

1999

（億円）
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　INAXの海外事業は大きく3つあります。

　1つは、INAXの技術をいかした商品を海外で生産し、海

外の市場で販売することです。ベトナムのVINAXはトイレを

生産していますが、ハノイとホーチミンを中心にベトナムの市

場での販売に成功し、好調に事業を拡大しています。台湾

INAXも台湾市場における外装タイルの製造・販売で利益が

上がるところまで成長しました。ほかに、大林 INAX（韓国）で

ユニットバス、SIME INAX（マレーシア）でトイレ、Roca-Inax（ス

ペイン）でシャワートイレの事業を行っています。

　2つ目にINAXの商品を海外に輸出する事業があります。

他社にはない差別化された技術や機能を訴求しながら、商品

の輸出を進めています。たとえば、日本の高品位の外装モザイ

クタイルを、香港をはじめとするASEAN市場に輸出していま

す。健康建材「エコカラット」の販売が韓国で始まり、北米や

韓国でのシャワートイレの販売も推進しています。今後は、環

境と経済活動の調和を図りながら、世界に受け入れられる新

しい機能商品や提案型商品の輸出に挑戦していきます。

　3つ目に、INAXの海外拠点で生産した商品や外国製品

を輸入調達し、日本市場での売上拡大や原価低減による利

益確保を進めています。建材事業では、日本国内にインポート

センターを設立し、欧州や中国・タイなどのタイルを輸入、住

宅設備事業もトイレや水栓金具を中心に展開し、今後はシャ

ワートイレや関連部材の輸入調達も行っていきます。特に今

後の重要な拠点となるのが、伊奈（中国）投資有限公司とその

傘下の各会社です。1996年の蘇州伊奈衛生潔具（水栓金具）

創設以降、順次事業を拡大してきました。2002年2月に、伊

奈（中国）投資有限公司が設立し、蘇州伊奈陶瓷（衛生陶器）、

杭州愛信伊奈機電（シャワートイレ）が相次いで操業を開始。蘇

州伊奈建材（タイル）と蘇州伊奈衛生潔具は生産ラインを増強

し、本格的に事業がスタートしています。魅力的な中国市場

での製造・販売と日本への調達拠点としての役割を担います。

さらに、コスト優位性をいかしてアジアやオーストラリアなど近

隣諸国への輸出生産拠点としても注力していきます。

海外事業

国名 会社名 資本金 設立 主要商品 従業員数

a.中国

b.台湾

c.韓国

d.ベトナム

e.マレーシア

f.スペイン

伊奈（中国）投資有限公司（上海）※　http://www.inax.com.cn/

蘇州伊奈衛生潔具有限公司（蘇州）※

蘇州伊奈建材有限公司（蘇州）※

蘇州伊奈陶瓷有限公司（蘇州）※

杭州愛信伊奈機電有限公司（杭州）

台湾伊奈股　有限公司 ＜台湾INAX＞※

大林INAX株式会社

INAX-GIANG VO SANITARY WARE CO.,LTD ＜VINAX＞※

SIME INAX SDN. BHD.

Products Electronicos del Baño Roca-Inax, S.A. ＜Roca-Inax＞

3,000万USD

17億円

21億円

12億円

260万USD

2.82億TWD

110億KRW

810万USD

2,500万MYR

96万EUR

2002年2月

1996年8月

1998年2月

2001年7月

2001年12月

2000年10月

1996年3月

1996年5月

1984年6月

1991年9月

（販売）

水栓金具、浴槽

床・壁タイル

衛生陶器

シャワートイレ

外装壁タイル

ユニットバス

衛生陶器

衛生陶器

シャワートイレ

 69名 （4名）

 476名 （8名）

 328名 （7名）

 322名 （10名）

 65名 （4名）

 114名 （2名）

 71名 （0名）

 695名 （5名）

 295名 （0名）

 2名 （0名）

※は連結対象子会社　従業員数は派遣・パートを含む総人員（2003年12月現在、(　 )内は日本人出向者数）

a

c

b
d

e

f

直営店「伊奈広場（INAX PLAZA 
Shanghai）」（中国上海）
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2003年度活動記録（2003年4月～2004年3月）

国内

4月 •INAX･トステム初の共同開発商品「e-bathBX」新発売

•リビングキッチン「piasse iZE（ピアッセアイズ）」シリーズ発売

•「ベルパーチ」「エクセリア」など外装材の品揃え強化

•「INAXリフォームネットワーク」スタート

•「バリアフリー2003」に出展

•「国際セラミック総合展2003」に出展

•「第1回日本環境経営大賞」伊賀工場優秀賞受賞

•「Ceramics,Tile&Sanitary Ware China2003」に出展

•直営5号店（ショールーム兼販売）オープン （中国蘇州）

•「アメリカ住設展示会（K/BIS）」にシャワートイレ「ルーセンス」出展 （米国シカゴ）

•INAX･トステム･東洋エクステリア2003合同新商品発表会開催

•「ウェルフェア2003」に出展

•INAX文化スクエア ゴールデンウィークイベント開催

•平成15年度「IST（INAX Safety Transport）研究会」開催

•サティスが「環境･設備デザイン賞 最優秀賞」受賞

•蘇州伊奈衛生潔具で新工場増設工事完了、生産開始 （中国蘇州）

•「INAX & CIMIC」共同メディアセミナーを開催 （中国上海）

•「第3回グリーンパートナーシップセミナー」開催

•VINAX（ヴィナックス社）第2工場竣工 （ベトナム）

•ブランド広告看板一新 （中国上海）

•蘇州伊奈陶瓷が蘇州工芸美術職業技術学院と実習工場契約

•「若狭路博2003」にレンタル水洗トイレ採用

•「甲府ショールーム」新設オープン

•新宿ショールームＬ21が日本電信電話ユーザー協会「優良事業社賞」受賞

•VINAXで新商品発表会開催 （ベトナム）

•第4次環境宣言スタート

•「国際福祉機器展」に出展

•「INAXプチショールーム」オープン （韓国）

•「福井ショールーム」新設オープン

•「INAX the TILE space」が大阪（立売堀）にオープン

•「節水ESCO（エスコ）」事業を開始

•INAXトステムグループ「エコプロダクツ2003」共同出展

•「箕面ショールーム」新設オープン

•INAX建築技術専門校で「リフォーム塾」開講

•社長CS診断スタート

•INAX環境アクションプログラムがスタート

•INAXトステムグループ合同展示会「暮らしup！2004」スタート
　（全国9会場、2月～5月)

•「第1回ＩＮＡＸエコライフミーティング」開催

•直営9号店オープン （中国上海）

海外

5月

6月

8月

9月

10月

11月

12月

2月

1月

3月

7月

http://www.inax.co.jp/company/outline/history/

INAXトステムグループ
合同展示会

蘇州直営5号店

•『Sustainability Report 2003』発行

•「住宅リフォームフェアin東京2003」モバイルショールーム（移動展示車)デビュー
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ステークホルダーコミュニケーション

　2004年2月、「第1回 INAXエコライフミーティング」を新宿

ショールームで開催しました。 

　メールマガジンによる公募で参加者を募り、主婦や学生、

NPO、企業の環境担当者など、さまざまな立場の方々が参加

されました。まず、INAXの環境活動について、概要から第4

次環境宣言に向けての取り組みを紹介。次にショールームで

実際にエコ商品を見て、そして「あなたのエコライフのために

開催テーマ：INAXの「eco ideas!」って何だろう？
INAXの地球環境を考えたエコ商品に触れて、
これからのエコライフについて楽しく話し合ってみませんか？

日時 2004年2月5日13:00～16:00
場所 INAX新宿ショールームL21
参加者 16名（男性9名、女性7名　20代～60代）

「第1回 INAXエコライフミーティング」の開催

詳しい情報はこちら　

▲

http://www.inax.co.jp/eco/management/communication/event.html

　これまでINAXは『ECO Report（環境報告書）』や『Sustainability 

Report（持続可能性報告書）』に、環境の専門家やNPOの方々に

ご登場いただき、さまざまなご助言をいただいてきました。それ

ぞれ示唆に富んだご指摘で、問題解決にいたらない宿題も残

しています。環境や品質に関する一部の課題については、事業

を進める中で検討しています。

　今回の冊子では、ショールームや営業スタッフ、お客さま相

談センターなど、お客さまとの直接的な対応場面での活動を

紹介しています。広告やホームページ、カタログ、レポートを通

じ、情報発信していますが、最も大きく、また具体的なステーク

ホルダーとの接点は、商品やサービスをはさんだお客さまと社

員一人ひとりとのコミュニケーションの場です。

　お客さまの声を、ホームページやショールーム、展示会、イ

ベントなどの場で、ぜひ私たちに届けてください。お客さまの声

を大切にし、その声を、商品やサービスの形で実現し、提供し

ていけるよう努めています。

INAXにしてほしいこと」をテーマにワークショップを実施しま

した。ワークショップでは、短い時間の中、活発に意見が交さ

れ、日々の生活を振り返りつつ、エコライフ実現に向け、たくさ

んのご意見・ご提案をいただきました。終了後アンケートでは、

「INAXの姿勢がよく伝わると同時に、ほかの人の意見を聞く

ことができた」「INAXの今後の取り組みや方向性をもっと聞き

たかった」などの感想をいただきました。



エコ商品の開発についての意識は評価できます。使
用者側（消費者側）の声を記載してもらえば良いと思
います。（60代・男性）

常滑工場の近くに住んでいるため工場閉鎖報告の記
事も印象に残りました。（40代・男性・生活者）

INAXへのご意見・ご要望は？

生活者との接点―エンドユーザーコミュニケーショ
ン―。お客さまの真の満足を考えて、行動していた
だきたいです。（40代・男性）

使い捨てではなく使い続けられるよう、部品にいたるま
でトータルデザインで続けてください。（男性・生活者）

技術と環境を統合した商品の出現を願っております。
（70代・男性・NGO）

商品として、外へ出たものがどう処分されているか、
統計ぐらいほしい。そして、大量の廃棄物は、循環さ
せた方が良いのか。一定の処理をして他の用途へ向
けた方がよいのか知りたい。（男性）

ユニバーサルデザインは、今後も需要が一層高まっ
ていると思います。介護する側にもされる側にも、や
さしい商品を展開されることを期待します。（20代・
女性・学生）

情報開示やコミュニケーションは、一般生活者に対し
て、できる限り、オープンで正確な開示を期待いたし
たい。（40代・男性）

快適生活を提供してくれる商品の安全性と情報を多
く知らせるべきだと思います。（50代・女性・生活者）

『Sustainability Report 2003（サステナビリティレポート）』アンケート結果
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『Sustainability Report 2003』への
ご感想・ご意見

生活に必要なことに重点をおいたものづくりが良いと
感じました。（30代・男性・生活者）

全体に親しみを感じる報告書である（登場人物が多
い。社外関係者の声を多く伝えている･･･読者は自分
の意見と比較しながら読める。就業状況と諸制度を
詳しく記述している）。（40代・男性・環境関係者）

「INAX5」の実現に向けたあらゆる活動の方向性が
明確であり、実績を築いていること。（40代・男性・
環境関係者）

ギャラリー･出版・ブックギャラリー・世界のタイル
博物館などについてもう少し詳しく知りたいです。
（30代・女性・生活者）

「エコ商品開発の裏にこんなドラマがあった」などと
いう読み物的なものがあるとおもしろいと思う。（男
性・学生）

少し情報が多すぎるのでは？と思いました。（50代・
女性・生活者）

リフォーム事業の報告において、専門用語が多く使
われており、少しわかりにくかったです。環境報告に
ついても同じことがいえると思います。（20代・女性・
学生）

「グリーン調達」に関し、もう少し詳しい記載が欲しい
です。サプライヤーの協力なくして環境問題の前進
は難しいと思います。（男性・NGO）

　昨年発行の『Sustainability Report 2003』に

対し、たくさんのご意見をいただき、ありがとうご

ざいました。

　全体内容については、75%の方 に々肯定的

な評価をいただきましたが、「環境報告書の記

述としては不十分である」というご指摘もいただ

きました。

　良かった理由として、「デザインや図表

などがわかりやすい」「ものづくりのための

INPUT･OUTPUTや環境会計が見やすい」

「登場人物が多く親しみやすい」「商品の内容

がわかりやすい」などが、不十分な点としては、

「ユニバーサルデザインへの取り組み」「原料

数値」「専門用語の説明」「データの表記が統

一されていない」などのご指摘を受けました。

　また、今後の期待として、リサイクル化の徹底

など、さらなる継続的な環境活動への取り組み

のほか、ユニバーサルデザイン、ショールームや

ギャラリーなどの文化活動の活性化、情報開示

などへの要望をいただきました。

　ここに、ご意見の一部を紹介します。

回答者プロフィール

属性

一般生活者 23%

企業・団体環境関係者 14%

企業・団体職員 5%

行政機関 1%

研究・教育機関 9%

NPO ･NGO 4%

環境専門家 4%

INAX事業所近隣の方 1%

取り引き先 1%

学生 10%

その他 11%

回答なし 23%

年代

10代 1%

20代 13%

30代 10%

40代 15%

50代 24%

60代 15%

70代 9%

回答なし 14%

たいへん良い

29%

良い

46%

普通

10%

あまり良くない

3%

良くない

1%

無回答

11%

アンケート集計80件
（内FAX70件、ホームページ10件）

※別途、ホームページ環境への取り組みサ

イトでも、アンケートを実施していますが、

そちらは含んでおりません



編集方針と冊子名について

　INAXは、昨年7月に初めて経済、社会、環境の3側面から企業
活動を紹介する『Sustainability Report 2003（サステナビリティレポー
ト）』を発行しました。これは、企業の社会的責任が問われている今、
私たちINAXもあらためて企業としての持続可能性について、どのよ
うに向き合い行動しているのかを社会に説明するための冊子でした。
　今年度も、INAXの企業理念、事業、企業市民としての活動
を本冊子にまとめました。企業活動はあらゆる側面が絡み合って
進んでいます。INAX全体を報告することを目指し、今回冊子名を
『Corporate Report 2004』としました。

ステークホルダーについて

　INAXは、住宅建材や生活に欠かせない水まわり商品・サービス
を提供することで、企業として社会的評価を得ています。INAXの

ステークホルダーを一生活者と捉えるなら、すべてのステークホル
ダーはお客さまであるといえます。INAXは、お客さま＝生活者を
全ステークホルダーの中心に据え、お客さまに高い満足を提供して
いきます。そして、地域社会との交流を大切にしながら、地球環境と
次世代を見据えて活動し、「真の企業市民」として社会に認められ
る存在であり続けるよう努めています。

全体構成・特集の制作意図

　昨年の『Sustainability Report 2003』は25,000部発行しました。
ホームページからの資料請求をはじめ、生活者の立場で冊子を読
まれる方が増えています（P.44アンケート回答者プロフィール参照）。その
ため専門家に向けた情報だけではなく、身近な生活の中の環境や

福祉、高齢社会への取り組みなども掲載しました。
　また、企業活動の基本となる理念や経営層の緒言はもちろんで
すが、社員一人ひとりの言葉で、それぞれの活動を伝えることも大
切な情報開示であり、INAXへの理解に通じると考えました。 
　今回、特集では環境や社会、あるいは営業や製造といった分野
や部門の枠を超えて、INAXの根幹に流れる思想や姿勢を少しで
もお伝えできればと編集しています。

情報開示について

　全体的な取り組み報告に加え、客観的な数値データ、項目の開
示に努めています。これまで開示してきた項目を中心に、具体的な
2003年度の詳細情報は、報告ページ（P.11-12、17-18、25-32、
37-38）に掲載しました。関連情報、および環境面に関する詳細情
報は、ホームページでご覧いただけます。 

データの範囲と項目

■報告数値は、2003年4月1日～2004年3月31日の値です。
　一部期間が異なるデータについては該当期間を明記しています。
■売上・利益・物量効果（マテリアルバランス）、稼働人数は連結ベースで記
載しています。
　そのほかの記載内容は、文中などで記載している項目を除いて、　INAXの
　データ、項目に留まります。
■記載項目は、GRIガイドラインの全144項目中、60項目を掲載しています
　（記載項目と掲載ページについては下表を参照）。
　なお詳細な対照表は、ホームページを参照してください。

　INAXは、本冊子で紹介したさまざまな活動を通し、持続可能な
社会の構築に貢献し、「真の企業市民」として社会に認められること
で、企業としての社会的責任（CSR：Corporate Social Responsibility）を
果たしていきたいと考えています。

『Corporate Report 2004』について

　項目 該当頁

1　ビジョンと戦略 

　1.1 1

　1.2 2

2　報告組織の概要 

　2.1 39

　2.2 39

　2.3 39

　2.4 39, 41

　2.5 39

　2.6 39

　2.7 40

　2.8 37, 39, 40, 41

　2.10 裏表紙

　2.11 45

　2.12 45

　2.13 45

　2.17 参照しています

　2.18 32, 40

　2.19 31

　2.22 各頁WEBアドレス

3　統治構造とマネジメントシステム 

　3.1 39

　3.6 25, 26, 39

　3.7 1

　3.10 5, 6, 7, 8, 10, 11, 12, 15, 16, 17,

 18, 22, 24, 35, 36, 38, 43, 44

　3.11 43, 44

　3.12 5, 6, 7, 8, 10, 11, 12, 15, 16, 17,

 18, 22, 24, 35, 36, 38, 43, 44

　3.16 22

　3.19 25, 26

　3.20 26

4　GRIガイドライン対照表 

　4.1 45

5　パフォーマンス指標 

　全体系的指標 31

　横断的指標 31

・経済的パフォーマンス指標 

　EC1 40

・環境パフォーマンス指標 

　EN1 27, 28, 32

　EN2 24

　EN3 27, 28, 31, 32

　EN5 27, 28, 31, 32

　EN8 27, 28, 32

　EN11 27, 28, 31, 32

　EN13 31

　EN14 27, 28

　EN15 24

　EN17 27, 28, 31, 32

　EN22 31, 32

　EN34 31, 32

　EN35 32

・社会的パフォーマンス指標 

　LA1 37, 41

　LA4 36, 38

　LA5 38

　LA6 38

　LA12 34, 35, 36, 37, 38

　LA13 38

　LA15 36, 38

　LA16 37

　LA17 37

　HR1 37

　SO4 42

　PR1 11

　PR2 11

　PR3 12

　PR4 11

　PR8 11

GRIガイドライン対照表（本冊子で記載している項目のみ対象としています）
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GRIガイドライン :企業がステークホルダー（地域住民、顧客、学生など）に対して経済的、環境的、社会的活動の進捗状況・結果を報告する際に利用できる世界的な基準（GRIはGlobal Reporting Initiativeの略）
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For Precious Life、企業理念 INAX5　

代表取締役 社長執行役員 杉野正博

INAXブランドのあるべき姿を目指します。

INAXの事業活動

INAXらしいものを、INAXらしい方法で、お客さまに提案します。
 特集 INAXのリフォーム事業

  新しい環境ビジネスモデル「節水 ESCO（エスコ）」

 報告 お客さまとの接点で INAXが考え取り組んでいること

  重大な品質保証問題の発生／社長CS診断／ユニバーサルデザインの取り組み／エコ商品の充実／

  ショールームの拡充／ホームページの充実／快傑ホームズ／ i-mate（アイメイト）サービス事業／

  お客さま相談センター／個人（顧客）情報の管理／ INAX リフォームネットワーク／リフォーム塾

 特集 INAXの文化活動

 報告 文化機関としての INAXの考えと取り組み

  ギャラリー／出版／ブックギャラリー／世界のタイル博物館／

  窯のある広場・資料館／陶楽工房／デザインコンテスト

INAXの環境活動（人と地球を考えた INAXのものづくり）

INAXは、循環型ビジネスの強化に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献します。

 特集 第 3次から第 4次・第 5次環境宣言へ

 報告 環境についての考えと体制

  環境基本理念／行動指針／第 4次・第 5次環境宣言／環境マネジメントシステム

  環境におよぼす影響と、負荷削減の工夫

　  サティスシャワートイレ、 i-bath2003、ジオクラシコにみる環境影響と負荷削減の工夫

　  第 3次環境宣言の目標、そしてその結果

  目標の設定と取り組みの優先順位／エコ推奨商品開発の鍵となるLCDシステム／第 3次環境宣言の振り返り

　  環境会計と、次の環境活動へ

  環境経営指標を導入／環境汚染物質排出・移動量／環境会計（マテリアルバランス）

生活舞台としての INAX

INAXの遺伝子を受け継ぎ、目指す姿を実現していきます。

 特集 生活舞台としての INAX

 報告 仕事を通して社会に貢献し、生きがいを見い出す

　  行動指針／社員数と社員構成／就業時間／休業休職制度／人材育成・教育支援／

　  労働安全衛生／健康管理／労働組合活動

会社概要

2003年度業績概況（2004年 3月期）

海外事業

2003年度活動記録（2003年 4月～ 2004年 3月）

ステークホルダーコミュニケーション

  「第1回INAXエコライフミーティング」の開催／『Sustainability Report 2003』アンケート結果 
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企業広報室

東京都新宿区西新宿 6丁目5番1号 新宿アイランドタワー 14階　〒163-1314

TEL  03-5381-7429　FAX  03-5281-7447

ホームページ http://www.inax.co.jp/

会社情報 http://www.inax.co.jp/company/

環境への取り組み http://www.inax.co.jp/eco/

文化活動 http://www.inax.co.jp/culture/

2004年7月7日発行　　カ- 01 - 14J
このINAX Corporate Report 2004は、70%再生紙を使用しております。
また、印刷インキはアロマフリー型大豆油インキを使用しております。



アンケートご協力のお願い
『INAX Corporate Report（コーポレートレポート） 2004』をお読みいただき、
また日ごろよりINAXにご関心をお寄せいただき、誠にありがとうございます。
次回の冊子および、今後の企業活動の参考とさせていただくため、
裏面のアンケートにお答えいただき、
INAXへのご意見をお寄せいただければ幸いです。

アンケートはご記入いただき、ファックスにてお送りいただくか、

または貼りあわせて投函してください（ホームページでも受け付けております）。

▲▲ 折 り線
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▲▲ 折 り線

個人情報の利用・開示・管理について

アンケート内容を弊社発信物（ホームページ含む）で引用させていただくこと

があります。氏名・年齢など個人を特定できる情報は掲載しません。目的の

範囲を越えてお客さまの個人情報を利用する必要が生じた場合には、事前に

お客さまにその目的をご連絡いたします。ご連絡の内容にご同意いただけな

い場合は、お客さまのご希望を尊重いたします。

お客さまの了解なく第三者にお客さまの個人情報の提供または開示はいたし

ません。但し、法令に基づく正当な開示請求がある場合は、お客さまの情報

を開示することがございます。

お客さまの個人情報について、できる限りの管理を行い、その保護に努めます。

個人情報の取り扱いについてはINAXホームページ　

▲

http://www.inax.co.jp/privacy/
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INAXへのご意見やご要望、情報開示へのご意見など、ご自由にご記入ください。
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たいへん良い　　　　　 良い　　　　　 普通　　　　　 あまり良くない　　　　　 良くない54

ご意見やご感想をお聞かせください
■『INAX Corporate Report 2004』をどう評価されましたか？ 該当項目に○をご記入ください。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
IN
A
X
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
会
社
情
報
サ
イ
ト
）
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

http://w
w

w
.inax.co.jp/com

pany/

■掲載内容について、「良かった、わかりやすかった」と思われた項目には○を、「わかりにくい、良くない」には×を、
   「もっと知りたい、情報がほしい」には？をご記入ください。またその理由を教えてください。

For Precious Life・
企業理念などの企業方針

P2, 3, 19, 33
社長はじめ経営陣のメッセージ

P4-8
特集「リフォーム事業」

P9-10
特集「節水ESCO」

P11-12
報告「事業活動」5 P13-16

特集「文化活動」6 P17-18
報告「文化活動」7 P20-24

特集「環境活動」8 P25-32
報告「環境活動」9

上記の評価理由を教えてください。

P34-36
特集「生活舞台としてのINAX」10 P37-38

報告「行動指針や社員数～労働組合」11

■INAXについて、お聞きします。

P39-42
会社概要ほか12 P43-44

ステークホルダーコミュニケーション13

1 2

□INAXという会社・ブランドについて、どの程度ご存知でしたか？  該当項目に○をご記入ください。またどのような印象をお持ちでしたか？

名前は聞いたことがあるが、
よく知らない1 トイレなどについて少し知っている、

使ったことがある2 自宅にINAX製品がある3 環境への取り組みなど、
企業活動についても知っている4

□INAXに対するその印象はこの『INAX Corporate Report 2004』を読むことで変化しましたか？

□INAXが行う事業活動全般について、もっと知りたいことや、今後期待されることは何ですか？

□今後、INAXがステークホルダーとの対話のために開催するコミュニケーションイベントなどに参加したいと思いますか？ 該当項目に○をご記入ください。

■どのような立場でこのレポートを読まれていますか？ 該当項目に○をご記入ください。

FAX 03-5381-7448
IN
A
X
企
業
広
報
室
　
行
き

一般生活者1 企業・団体環境関係者2 企業・団体職員3 行政機関4 .研究・教育機関5 報道機関6 金融・投資機関7 株主8

NPO・NGO9 環境専門家10 INAX事業所近隣の方11 お取引先12 学生13 INAX社員または家族14 そのほか（                      　）15

■どちらからこのレポートを入手されましたか？ 該当項目に○をご記入ください。

新聞・雑誌1 INAXホームページ2 INAX社員3 友人・知人4 セミナー・展示会5 そのほか（                 　）7

■差し支えなければご記入ください。

お 名 前

ご 住 所

会社・
所属機関名

フリガナ
男

女 歳

〒

E-mail

興味がある・参加したい1 興味が無い2

  （コーポレートレポート）

3

1 2 3 4

INAXから直送6

ご協力ありがとうございました

の
り

し
ろ

   ※
 郵
送
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
裏
面
の
折
れ
線
に
そ
っ
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
面
を
内
側
に
し
て
折
り
、
こ
の
点
線
の
外
側
部
分
に
の
り
付
け
し
、
貼
り
あ
わ
せ
て
封
書
と
し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
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し
ろ
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 郵
送
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
裏
面
の
折
れ
線
に
そ
っ
て
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
面
を
内
側
に
し
て
折
り
、
こ
の
点
線
の
外
側
部
分
に
の
り
付
け
し
、
貼
り
あ
わ
せ
て
封
書
と
し
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

の り し ろ

▲▲

▲▲

変化した1 変化しない2

TEL

上記の理由を教えてください。またどのように変化したかも教えてください。

■次回冊子の送付を希望しますか？該当項目に○をご記入ください。 希望する1 希望しない2




